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安
曇
野
市
は
10
月
１
日
に
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
10
月
４
日
、
記
念
式
典
を

穂
高
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
友
好
都
市
や
近
隣
市
町
村

の
首
長
、
国
・
県
・
市
議
会
議
員
、
区

長
の
ほ
か
次
代
を
担
う
市
内
17
の
小
中

学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
の
代
表
な
ど

約
７
０
０
人
が
出
席
。
節
目
の
10
年
を

祝
う
と
共
に
さ
ら
な
る
市
の
飛
躍
に
心

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
本
年
度
の
市
功
労
者
表

彰
を
行
い
、
市
政
の
発
展
に
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ん
31

人
に
表
彰
状
、
15
人
・
31
団
体
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、
ま
た
、
市
の
10

年
の
歩
み
を
振
り
返
る
映
像
も
流
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
記
念
事
業
の
一

つ
で
全
国
か
ら
歌
詞
を
募
集
し
制
定
し

た
市
歌
の
初
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
体
育
大
会
優
勝　

中
嶋
徹
さ
ん

（
豊
科
）

●
社
会
教
育
の
振
興　

小
林
直
丈
さ
ん

（
明
科
）

●
文
化
財
保
護　

飯
沼
冬
彦
さ
ん
（
豊

科
）

●
自
然
観
察　

中
田
信
好
さ
ん
（
堀
金
）

感
謝
状
（
個
人
15
人
４
・
31
団
体
）

●
安
曇
野
市
歌
作
詞
・
作
曲

保
岡
直
樹
さ
ん
（
東
京
都
）、
飯
沼
信

義
さ
ん
（
東
京
都
）

●
市
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

丸
山
真
一
さ
ん
（
長
野
市
）

●
元
区
長

赤
羽
章
正
さ
ん
（
穂
高
）、
市
川
直
哉

さ
ん（
穂
高
）、小
幡
光
彦
さ
ん（
穂
高
）、

高
山
彬
さ
ん
（
豊
科
）、
竹
内
秀
太
郎

さ
ん
（
豊
科
）、
田
村
浩
さ
ん
（
豊
科
）

市
功
労
者
表
彰

受
賞
者
紹
介
（
50
音
順
）

表
彰
状
（
31
人
）

●
元
市
区
長
会
長

内
川
勝
治
さ
ん
（
明
科
）、
河
村
佳
次

さ
ん
（
穂
高
）

●
健
康
予
防
活
動

遠
山
竹
子
さ
ん
（
豊
科
）、
中
田
勝
子

さ
ん（
三
郷
）、山
田
淳
子
さ
ん（
豊
科
）

●
精
神
障
害
者
等
の
支
援
活
動

大
和
輝
男
さ
ん
（
豊
科
）、
楠
操
さ
ん

（
穂
高
）、
渡
邊
義
昭
さ
ん
（
豊
科
）

●
高
齢
者
生
き
が
い
支
援
活
動

臼
井
咲
子
さ
ん
（
穂
高
）、
相
馬
文
子

さ
ん（
穂
高
）、早
川
春
枝
さ
ん（
明
科
）

●
環
境
美
化
活
動

山
田
久
之
さ
ん
（
豊
科
）

●
交
通
安
全
推
進

小
林
弘
太
郎
さ
ん
（
三
郷
）

●
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導

伊
藤
啓
三
さ
ん
（
穂
高
）、
伊
藤
重
德

さ
ん（
明
科
）、笠
原
哲
雄
さ
ん（
豊
科
）、

征
矢
野
泰
久
さ
ん
（
穂
高
）、
髙
山
一

榮
さ
ん
（
穂
高
）、中
村
博
師
さ
ん
（
穂

高
）、
那
須
野
雅
譽
さ
ん
（
三
郷
）、
西

村
佐
保
子
さ
ん
（
豊
科
）、
西
村
義
夫

さ
ん
（
豊
科
）、
羽
重
曉
雄
さ
ん
（
豊

科
）、
二
木
茂
光
さ
ん
（
三
郷
）、
降
幡

隆
亮
さ
ん（
三
郷
）、本
間
利
夫
さ
ん（
穂

高
）、
三
澤
尚
寿
さ
ん
（
穂
高
）

●
交
通
安
全
推
進

清
澤
文
人
さ
ん
（
穂
高
）、
花
村
茂
さ

ん
（
豊
科
）

●
資
料
等
の
寄
贈
・
寄
附

池
田
ま
り
子
さ
ん
（
東
京
都
）、
熊
井

明
子
さ
ん
（
東
京
都
）、
佐
野
秀
穂
さ

ん
（
東
京
都
）、
田
淵
穂
高
さ
ん
（
神

奈
川
県
）

●
農
業
振
興

農
事
組
合
法
人
安
曇
野
北
穂
高
農
業

生
産
組
合
（
穂
高
）

●
地
域
づ
く
り
、
地
域
振
興

安
曇
野
ス
タ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
穂

高
）、
安
曇
野
花
火
実
行
委
員
会
（
豊

科
）、
小
岩
嶽
城
址
保
存
会
（
穂
高
）、

重
柳
農
村
振
興
委
員
会
（
豊
科
）、
早

春
賦
愛
唱
会
（
穂
高
）、
早
春
賦
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
豊
科
）、
東
金
市
・

安
曇
野
市
「
絆
」
友
好
の
会
（
堀
金
）、

光
桜
を
愛
す
る
会
（
豊
科
）

●
景
観
形
成
住
民
協
定
（
認
定
日
順
）

県
道
柏
矢
町
田
沢
停
車
場
線
景
観
形
成

住
民
協
定
（
豊
科
）（
以
下
、「
景
観
形

成
住
民
協
定
省
略
」）
市
道
豊
科
１
級

23
号
線
（
豊
科
）、
県
道
梓
橋
田
沢
停

車
場
線
（
豊
科
）、
県
道
豊
科
大
天
井

岳
線
（
豊
科
）、
豊
里
地
区
（
穂
高
）、

穂
高
駅
通
り
地
区
（
穂
高
）、
白
金
地

区
（
穂
高
）、
等
々
力
地
区
（
穂
高
）、

県
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
堀
金
線（
豊
科
）、

牧
地
区
（
穂
高
）、
安
曇
野
の
里
重
柳
地

区
（
豊
科
）、
豊
科
駅
前
通
り
（
豊
科
）、

安
曇
野
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
Ｒ
１
４
７（
豊

科
）、安
曇
野
の
森
大
口
沢
地
区（
豊
科
）、

狐
島
地
区
（
穂
高
）、
望
岳
の
里
青
木

花
見
地
区
（
穂
高
）、
島
新
田
地
区
（
穂

高
）、
展
望
の
里
常
念
岳
線
（
堀
金
）、

広
域
農
道
温
北
部
地
区
（
三
郷
）、
ア
ル

プ
ス
眺
望
の
里
光
地
区
（
豊
科
）、
富
田

南
部
地
区
（
穂
高
）

●
松
本
消
防
協
会
大
会（
三
部
門
優
勝
）

安
曇
野
市
消
防
団

●
寄
贈
・
寄
附

善
如
寺
精
一
さ
ん
（
群
馬
県
）

（
４
月
13
日
感
謝
状
贈
呈
）

寺
口
芳
子
さ
ん
（
穂
高
）

（
８
月
24
日
感
謝
状
贈
呈
）

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

安
曇
野
市
発
足
か
ら
10
年　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て

1

45

67

23

910 8

表彰後、宮澤市長と握手する受賞者代表の
河村佳次さん

感謝状を贈呈される熊井明子さん

①記念式典会場の様子　②
市の10年の歩みを上映　式
辞を述べる③宮澤市長　④宮
下市議会議長　祝辞を述べ
る⑤太田寛副知事　⑥友好
都市代表・多田正見江戸川区
長⑦近隣市町村代表・牛越
徹大町市長　⑧市功労者表
彰受賞者の皆さん　⑨初代市
長・平林伊三郎さん（写真中
央）をはじめ多くの関係者が
出席した　⑩会場には市制施
行10周年市民提案事業の紹
介や市民から募集したひと言
メッセージも展示された

市制施行10周年記念事業
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安
曇
野
市
歌
の
披
露
で
は
、
最
初

に
市
歌
制
定
委
員
会
委
員
長
で

市
歌
を
作
曲
し
た
飯い
い
ぬ
ま沼
信の
ぶ
よ
し義
さ
ん
（
桐

朋
学
園
大
学
名
誉
教
授
・
東
京
都
）
か

ら
宮
澤
市
長
に
市
歌
「
水
と
緑
と
光
の

郷
」
の
楽
譜
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
太
田
直
樹
さ
ん

が
中な
か
じ
ま島

加か

え恵
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
独
唱
し
市
歌
を
披
露
。
そ
の
後
、
市

内
６
小
学
校
の
合
唱
部
の
児
童
、
市
内

の
コ
ー
ラ
ス
団
体
の
皆
さ
ん
約
２
３
０
人

が
、
飯
沼
さ
ん
の
指
揮
に
合
わ
せ
て
斉

唱
し
ま
し
た
。

　

作
詞
者
の
保や
す
お
か岡

直な
お
き樹

さ
ん
（
東
京
都
）

は
「
学
生
時
代
に
安
曇
野
を
訪
れ
、
常

念
岳
の
姿
に
感
動
し
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
一
人
に
な
っ
た

つ
も
り
で
歌
詞
を
書
き
ま
し
た
」
と
述

べ
、
市
内
豊
科
南
穂
高
出
身
の
飯
沼
さ

ん
は
「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
素
晴
ら
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
良
さ
に
思
い
を
寄
せ
な

が
ら
、
市
の
発
展
へ
の
願
い
を
込
め
て
作

曲
し
ま
し
た
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
歌
披
露

新
た
に
制
定
さ
れ
た
市
歌
「
水
と
緑
と
光
の
郷
」
が
記
念
式
典
で

初
披
露
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
歌
が
誕
生
し
ま
し
た
。

市
民
ま
つ
り

第
二
の
船
出
の
時
を
迎
え
た
安
曇
野
市
。

市
民
ま
つ
り
会
場
の
市
役
所
に
は
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
集
い
ま
し
た
。

新
た
な
出
発
点
へ

  

「
市
民
ま
つ
り
」
開
催

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
、
未

来
へ
向
け
た
新
た
な
出
発
点
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
市
民
ま
つ
り
」

が
10
月
10
日
、
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
を

会
場
に
行
わ
れ
、
約
３
千
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
を
先
頭
に
警
察
・
消
防
車
両
な
ど

が
庁
舎
周
辺
を
パ
レ
ー
ド
し
た
ほ
か
、

市
内
小
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
農

産
物
や
特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
な
ど
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
は
市
内
４
カ
所
の
お

ふ
ね
の
曳
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

10th
ANNIVERSARY
AZUMINO CITY

　親子３人で参加しました。多くの
皆さんが一緒に安曇野市 10 歳の誕
生日を祝っているように感じました。
娘はまだ幼いので、今日の事はいず
れ忘れてしまうと思いますが、将来、
大きくなっても誇りに思える地域で
あり続けてほしいと願っています。

細
ほそがや

萱　敦
あつし

史さん
　　　祐

ゆうこ

子さん
　　　茜

あかり

里ちゃん
（豊科南穂高）

今後さらに飛躍する
市の創生を目指して

市長　宮澤 宗弘
　市民の皆さまをはじめ関係機関や各種
団体の皆さまの多大なるご支援、ご協力
を賜り、市制施行 10 周年を迎えられまし
たことに心より御礼申し上げます。
　平成 17 年 10 月１日、歴代の町村長は
じめ、議会や地域住民が勇気を持って英
断し、「安曇野」を共有する３町２村が一
つになり、県下でも類をみない新設合併
の「安曇野市」が誕生しました。以来、
初代平林市長からこれまで「五つの流れ
を一つに」の理念に基づき、日本一の市
を目指し、市の一体感の醸成を図ってき
ました。この間、都市基盤整備や産業振
興、住民福祉の向上などに努め、本年は、
合併以来、最大の懸案でありました市の
シンボル・市役所新本庁舎が完成し、また、
一体感づくりに寄与する市歌の制定など、
まさに歴史的な１ページを刻むことにな
りました。
　輝かしい合併 10 年を契機に、さらに飛
躍する安曇野市を創生していかなければ
なりません。将来都市像に掲げた「北ア
ルプスに育

はぐく

まれ　共に響き合う　田園産
業都市　安曇野」を目指し努力を重ねて
いきます。これまで以上に市民の皆さま、
当市を訪れる大勢の皆さまから「安曇野
に住んで良かった」、「住んでみたい」、「ま
た訪れてみたい」と感じていただける、
希望に満ちあふれたまちづくりを進めて
まいります。

飯沼信義さんの指揮に合わせ、市内小学生、コーラス団体の皆さん
による市歌の斉唱

作詞者保岡直樹さん
（左上）　宮澤市長に楽
譜を手渡す飯沼信義さ
ん（右上）　バリトン
歌手太田直樹さんとピ
アノ伴奏中島加恵さん
による市歌の披露（右
下）

“大人気”ご当地キャラが会場に集結

市内小中学校による金管バンド・吹奏楽部の演奏記念式典で
式辞を述べ
る宮澤市長

市民まつり冒頭のパレ―ド

市内４カ所から 5艘のおふねが集い、市役所の周囲を曳行した

10年後の安曇野市に向けてメッセージを
寄せる来場者

好天に恵まれ、多くの皆さんが来場

式典出席者に配布さ
れた市歌のCD。楽譜
は市ホームページか
ら入手できます。
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　市制施行 10 周年を記念し、市がホームタウンになっ
ているサッカーＪ１松本山雅 FCのアウェー・湘南戦
のパブリックビューイング（PV）（山雅後援会安曇野
支部主催）が９月 12 日、市役所で行われました。会
場では、約 400 人のサポーターが応援。娘の菜

な な か

々香さ
んと観戦した百

もも せ

瀬千
ち え

恵さん（堀金烏川）は「前回の
PVが楽しかったので来ました。市役所でこうしたイ
ベントがあることはよいことですね」と話しました。

　市では市制施行 10 周年を記念し、原動機付自転車
などのオリジナルナンバープレートの交付を、10 月
１日から始めました。この日、交付申請に訪れた、
横
よこやま

山大
ひろ き

樹さん（穂高柏原）は「安曇野市の自然や風土
に憧れがあり、今年県外から移住しました。市の風景
をイメージしたデザインが気に入っています」と話し
てくれました。オリジナルナンバー
プレートは市民税課窓口（１階17
番）または各支所地域課で交付申
請できます。

　就学前の２歳から６歳までの子どもたちが
ペダルのない自転車（ストライダー）を使い行
うレース「ストライダーエンジョイカップ安曇
野ステージ」が９月 20 日、防災広場で行われ
ました。この日は市内外から 270 人が参加。会
場では、白熱したレースが繰り広げられ、応援
する家族も熱が入っていました。プレゼントに
もらったストライダーを使って初めて参加し
た市

いちはら

原 岳
たける

くん（穂高有明）は「カーブを曲が
るところがとても楽しかったです」と話しまし
た。

　広報あづみの市制施行 10 周年記念号を発行しました。
記念号では市の10年の歩みや宮澤市長と新成人の対談な
どを掲載。記念式典で記念品として配られたほか、各家庭
には10月７日発行のお知らせ版と一緒に配布しました。

開催時期 事業名 開催場所

11月1日 豊科地域文化祭芸能発表会（市）豊科ふれあいホール

11月1日～
　　  3日 第11回穂高文化祭（市） 穂高会館（公民館、体

育館）

11月1日 堀金一周駅伝大会（市） 堀金地域

11月7日 三郷地域市民芸能発表会（市）三郷文化公園（体育館）

11月13日～
　　  15日

第 44回ＪＡあづみ大生活祭
（市民）

JAあづみ総合事業基地、
生活センター烏川店

11月14日、
　　  15日

JA 松本ハイランド川手地区
収穫祭（市民）

あぐり資材センター川
手

11月14日、
　　  15日

新そばと食の感謝祭（市民）
（同時開催）
安曇野市農林業まつり（市）

穂高神社

11月15日
安曇野にジブリの世界をつく
る会　5周年記念コンサート
（市民提案）

穂高会館（講堂）

11月17日～
　　  23日

安曇野の文化と和の暮らし
（市民提案）

安曇野高橋節郎記念美
術館

11月21日 広島被爆アオギリ二世の記
念植樹 市役所本庁舎

11月21日 平和のつどい（市） 安曇野スイス村サンモ
リッツ

11月28日 安曇野市子ども文化祭（市民
提案）

穂高交流学習センター
「みらい」

11月28日 光城山1000人SAKURA
プロジェクト（市） 光城山登山道

（市民）市民の皆さんが、開催する事業に「市制施行 10周年記念」の
冠を付けて行う事業、（市）市が開催する事業に「市制施行10周年記念」
の冠を付けて行う事業、（市民提案）市民の皆さんが自主的に行う活動
を補助金により支援する事業（上限 50万円、100％補助）や市民の皆
さんと協働で行う事業

■記念事業ピックアップ

■その他の記念事業（11月の予定）

市制施行 10周年記念号を発行

松本山雅FC公式戦
パブリックビューイング

原動機付自転車等の
オリジナルナンバー交付開始

ストライダーエンジョイカップ
安曇野ステージ

広報あづみの

新本庁舎で熱い声援を送る 安曇野の魅力をナンバーで発信

子どもたちが白熱のレース

市制施行10周年記念事業表敬
訪問

車イス陸上競技
樋口政幸さん
IPC世界選手権に出場

　市内豊科在住で車イス陸上競技の樋口
政幸選手が、中東・カタールで開催する
国際パラリンピック委員会（IPC）陸上
競技世界選手権大会日本代表として出場
が決まり、出発前の 10 月６日、宮澤市
長を表敬訪問しました。
　2012 年ロンドンパラリンピック大会以
降、トレーニングを重ね、トップ選手と
僅差で競り合えるようになったと手ごた
えを話す樋口選手は、来年のリオデジャ
ネイロ大会を見据え「メダルに絡み、レー
ス展開もいろいろ試してみたい」と意気
込みを話しました。宮澤市長は「練習の
成果を十二分に発揮してほしい」と激励
しました。

　全国大会に出場し、市長を表敬訪問し
た皆さんを紹介します。（敬称略）
９月 17日
●マウンテンバイク
2015全国ユース選抜マウンテンバイク大会
（女子ユースU17）（白馬村）優勝
小林あか里（穂高東中）
●けん玉道
第27回全国少年少女けん玉道選手権大会（東京都）
３位入賞
鹿川健太（堀金小）

全国大会出場者

10/7
（水）

9/12
（土）

10/1
（木）

9/20
（日）

意気込みを語る
樋口選手

表敬訪問した小
林さん（左）と
鹿川くん（右）
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平
成
26
年
度 
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算
公
表

問
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課
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理
課
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平
成
26
年
度
市
の
各
会
計
の
決
算
と
、
決
算
を
基
に
し
た
市
の
財
政
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
４
３
９
億
６
千
万
円
を
計
上
し
、

そ
の
決
算
は
、
歳
入
４
３
５
億
９
４
０
０
万

円
、
歳
出
４
２
３
億
８
３
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
前
年
度
と
の
比
較

　

一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
対

比
７
・
２
％
増
の
４
３
５
億
９
４
０
０
万

円
、
歳
出
決
算
額
は
前
年
度
対
比
６
・
８
％

増
の
４
２
３
億
８
３
０
０
万
円
で
、
形
式

収
支
は
12
億
１
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

４
億
３
０
０
０
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
、

７
億
８
１
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

入

　

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
復
興
特
別
分

臨
時
増
税
に
よ
り
、
３
４
０
０
万
円
の
増

額
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
電
子
部
品
製

造
業
の
増
益
に
よ
り
、
４
億
６
９
０
０
万

円
の
増
額
と
な
り
、
市
税
全
体
で
は
、

５
億
４
９
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
税
率
の
改
定
に
よ
り
地
方
消
費
税
交

付
金
に
つ
い
て
は
２
億
６
０
０
万
円
の
増
額

32
億
８
１
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

　

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
整
備
基

金
積
立
金
16
億
７
１
０
０
万
円
の
減
額
、
減

債
基
金
積
立
金
４
億
４
６
０
０
万
円
の
減
額

に
対
し
、
庁
舎
建
設
事
業
21
億
３
２
０
０
万

円
の
増
額
に
よ
り
、
７
９
０
０
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
つ
い
て
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

１
億
８
０
０
０
万
円
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
１
億
１
５
０
０
万
円
の
新
た
な
制

度
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
保
育
所
建
設
事
業

２
億
６
５
０
０
万
円
の
増
加
、
国
民
健
康
保

険
事
業
へ
の
繰
出
金
１
億
４
２
０
０
万
円
の

増
額
な
ど
に
よ
り
８
億
４
４
０
０
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、
松
く
い
虫

被
害
対
策
費
２
億
６
０
０
万
円
、
降
雪
被
害

と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
基
準

財
政
需
要
額
は
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費

の
創
設
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、
基

準
財
政
収
入
額
が
地
方
消
費
税
交
付
金

が
２
億
６
０
０
万
円
増
加
、
市
税
の
増
収

等
に
よ
り
増
額
し
た
結
果
、
交
付
額
と
し

て
は
、
１
億
３
８
０
０
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

４
１
０
０
万
円
の
減
額
、
交
付
税
全
体
で
は
、

１
億
８
０
０
０
万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
の
増
額
３
億
３
３
０
０
万
円
、
被
災

農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金

１
億
４
１
０
０
万
円
に
よ
り
増
加
し
、
全
体

で
は
、
４
億
２
０
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

地
方
債
に
つ
い
て
は
庁
舎
建
設
に

伴
う
旧
合
併
特
例
事
業
債
の
増
額

14
億
９
９
０
０
万
円
、
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
３
億
８
５
０
０
万
円
、
穂
高
会
館
改

造
事
業
８
億
６
５
０
０
万
円
な
ど
に
伴
う

旧
合
併
特
例
事
業
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り

施
設
復
旧
費
１
億
８
３
０
０
万
円
の
増
額
等

に
よ
り
４
億
５
，
７
０
０
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
設
置
等
道
路
改
良
事
業
２
億
８
９
０
０
万

円
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
３
億
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
同
報
系

防
災
無
線
整
備
事
業
３
億
６
９
０
０
万
円
、

防
災
広
場
整
備
事
業
３
億
２
３
０
０
万
円
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
６
億
８
９
０
０
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
豊
科
公
民
館
改
修

事
業
３
億
８
０
０
０
万
円
、
穂
高
会
館
耐
震
・

改
修
事
業
４
億
４
９
０
０
万
円
な
ど
の
増
加

に
よ
り
８
億
４
７
０
０
万
円
の
増
加
に
な
り

ま
し
た
。

平成26年度　一般会計歳出（前年度対比）
歳出　423 億 8,300 万円（6.8％増）

平成26年度　一般会計の歳入（前年度対比）
歳入　435 億 9,400 万円（7.2％増）

財政用語解説
旧合併特例事業債
　合併後の新たなまちづくり・地域づく
りを進めるため、庁舎などの公共施設な
どの建設事業や地域振興事業のための積
み立てなどに活用することができる地方
債（借金）です。対象事業費の 95％まで
借入れすることができ、返済する際の元
金と利子の 70％相当額が、毎年基準財政
需要額に算入される制度になっています。
旧合併特例事業債は、合併特例法（旧法・
平成 17年３月 31 日失効）に基づく市債
です。

グラフ

市　　　税
歳入（内訳）

市民税や固定資産税など
地方交付税

国県支出金

そ　の　他

市　　　債

譲 与 税  等

歳出（内訳）

全国どこの市町村でも一定
のサービスが受けられるよ
うにするため、人口や税収
などに応じて国から配分さ
れる普通交付税と個別の財
政需用に対する特別交付税
がある
市の事業に対し、国や県か
ら交付された助成金
貸したお金の返済金や預金
利子など
施設整備の財源となる市の
借入金
国が徴収した税の配分金な
ど

議　会　費 議会の運営に使う経費
総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

人事、徴税、戸籍、選挙、
交通安全など、市の総括的
な事務事業に使う経費
障がい者福祉、児童福祉、
高齢者福祉、福祉医療、国
民年金など福祉全般に使う
経費
健診や予防接種、ごみ処理
など、安全で衛生的な生活
のために使う経費
農道や農地の整備、農業や
林業の活性化などに使う経費
商工業や観光の振興に使う
経費
道路、橋りょうや河川、公園
の整備運営などに使う経費
消防活動・水防対策に使う
経費

教　育　費 教育全般に使う経費
公　債　費 市が借入（市債）した利息

の支払いや元本の返済費用

(　　　　　 )

歳 入 目 的 別 内 訳

歳入決算額
435億9,400万円

市税
12,070百万円
27.7％

市税
12,070百万円
27.7％

地方譲与税等
1,845百万円
4.2％

地方譲与税等
1,845百万円
4.2％

地方交付税
11,187百万円
25.7％

地方交付税
11,187百万円
25.7％

その他
1,723百万円
3.9％

その他
1,723百万円
3.9％

国県支出金
5,642百万円
12.9％

国県支出金
5,642百万円
12.9％

使用料及び手数料
422百万円
1.0％

分担金及び負担金
723百万円
1.7％

パーセントは歳入全体に
示める割合

繰越金
992百万円
2.3％

市債
8,023百万円
18.4％

市債
8,023百万円
18.4％繰入金

967百万円
2.2％

歳 出 目 的 別 内 訳

歳出決算額
423億8,300万円

総務費
7,725百万円
18.2％

総務費
7,725百万円
18.2％

民生費
11,902百万円
28.1％

民生費
11,902百万円
28.1％

衛生費
2,726百万円
6.4％

衛生費
2,726百万円
6.4％

議会費  275百万円  0.7％

土木費
4,447百万円
10.5％

土木費
4,447百万円
10.5％

農林水産業費
2,384百万円
5.6％

農林水産業費
2,384百万円
5.6％

商工費
1,613百万円
3.8％

商工費
1,613百万円
3.8％

労働費  71百万円  0.2％労働費  71百万円  0.2％

教育費
4,715百万円
11.1％

教育費
4,715百万円
11.1％

消防費
2,077百万円
4.9％

消防費
2,077百万円
4.9％

公債費
4,448百万円
10.5％

公債費
4,448百万円
10.5％

(　　　　　 )パーセントは歳出全体に
示める割合
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特
別
会
計
等
の
決
算
状
況

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
）

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

　

水
道
水
の
供
給
に
伴
う
料
金
収
入

や
必
要
な
経
費
な
ど
を
示
し
た
収
益

的
収
支
の
収
入
は
23
億
５
４
５
７
万

円
、
支
出
が
19
億
４
４
３
８
万

円
、
差
引
４
億
１
０
１
９
万
円
、
損

益
（
税
抜
）
は
当
期
純
利
益
が

３
億
１
０
９
２
万
円
と
な
り
、
前
年
度

純
利
益
（
１
億
４
８
６
０
万
円
）
と
比

べ
１
億
６
２
３
２
万
円
の
増
益
に
な
り

ま
し
た
。（
表
２
）（
※
）

　

水
道
施
設
を
建
設
・
更
新
す
る
た

め
の
支
出
と
そ
の
財
源
と
な
る
収

入
な
ど
を
示
し
た
資
本
的
収
支
は
、

16
億
６
７
１
０
万
円
の
不
足
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
生
じ
た
利
益
を
積

み
立
て
た
建
設
改
良
積
立
金
な
ど
で
補

て
ん
し
財
源
不
足
は
生
じ
て
い
ま
せ

質
公
債
費
比
率
25
・
０
％
、
将
来
負
担

比
率
３
５
０
・
０
％
）
を
大
幅
に
下
回

る
比
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
い
ず
れ
の
数
値
も
前
年
度
と
比

較
し
数
値
が
改
善
し
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
２
）

　

各
指
標
等
か
ら
見
て
も
、
現
時
点
で

財
政
運
営
上
の
課
題
等
は
表
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

今
後
も
必
要
な
事
業
を
実
施
し
な
が

ら
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

ん
。
主
な
建
設
改
良
事
業
は
、
三
郷
地

域
黒
沢
川
の
表
流
水
か
ら
地
下
水
へ
の

水
源
転
換
を
行
う
た
め
の
水
道
施
設
建

設
事
業
、
水
道
施
設
の
監
視
設
備
を
統

合
す
る
た
め
の
中
央
監
視
制
御
設
備
総

合
事
業
、
災
害
時
の
給
水
能
力
の
向
上

を
目
的
と
し
た
４
㌧
級
架
装
式
給
水
車

の
購
入
事
業
で
す
。

※
増
益
の
原
因
は
会
計
制
度
の
変
更
に
よ
り
、

費
用
（
減
価
償
却
費
）
が
前
年
度
と
比
べ

て
１
億
円
程
多
く
発
生
し
た
一
方
で
、
収

益
（
長
期
前
受
金
戻
入
）
が
２
億
８
千
万

円
程
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

旧
合
併
特
例
事
業
債
の
活
用
状
況

と
地
方
債
の
残
高

　

平
成
26
年
度
の
地
方
債
の
借
入

は
、
80
億
２
３
０
０
万
円
で
、
こ
の
内

57
億
７
８
０
０
万
円
が
旧
合
併
特
例
事

業
債
で
す
。

　

旧
合
併
特
例
事
業
債
は
、
新
市
の
一

体
化
と
地
域
間
格
差
是
正
の
た
め
の
事

業
で
あ
っ
て
、
新
市
建
設
計
画
に
掲
載

さ
れ
た
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

旧
合
併
特
例
事
業
債
は
、
元
利
償
還

金
（
返
済
金
）
の
70
％
が
交
付
税
措
置

（
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
け
る
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
）
さ
れ
、
市
の
負

担
を
軽
減
す
る
有
利
な
地
方
債
で
す
。

平
成
26
年
度
の
活
用
事
業
は
、
右
ペ
ー

ジ
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

各
会
計
の
地
方
債
の
残
高
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建
設

事
業
等
の
大
型
事
業
に
よ
る
借
入
が

あ
っ
た
た
め
、
前
年
度
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
償

還
が
進
み
、
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。

市
の
財
政
状
況
を
計
る

　
「
健
全
化
判
断
比
率
」

　

自
治
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を
計

る
指
標
と
し
て
「
健
全
化
判
断
比
率
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
比
率
に
は
、
図
１

に
示
し
た
４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
と
き

に
算
出
さ
れ
る
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
市

は
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
指

標
を
算
定
し
始
め
て
か
ら
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
借
入
金
の
返
済
等
の
割
合
を

示
す
「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負

担
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る

財
政
再
建
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
水
準
（
早
期
健
全
化
基
準
：
実

●一般会計および特別会計（表１） （単位 : 百万円）

会計名 最　終
予算額

決算時の
予算現額 決算額 予算現額に

対する増減

一般会計 43,116 43,508 歳入 43,595 87 
歳出 42,383 1,125 

特
別
会
計

同和地区住宅新築資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

2 2 歳入 2 0 
歳出 2 0 

国 民 健康保険特別会計 11,082 11,082 歳入 11,120 38 
歳出 10,715 367 

後期高齢者医療特別会計 991 991 歳入 993 2 
歳出 974 17 

介 護 保 険 特 別 会 計 8,322 8,322 歳入 8,326 4 
歳出 8,271 51 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,292 4,292 歳入 4,300 8 
歳出 4,261 31 

農業集落排水事業特別会計 194 194 歳入 195 1 
歳出 193 1 

上川手山林財産区特別会計 3 3 歳入 4 1 
歳出 1 2 

北の沢山林財産区特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

有明山林財産区特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

富士尾沢山林財産区特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

穂高山林財産区特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

産業団地造成事業特別会計 1 1 歳入 1 0 
歳出 0 1 

観 光 宿泊施設特別会計 29 29 歳入 29 0 
歳出 29 0 

合　計 68,037 68,428 歳入 68,569 141 
歳出 66,829 1,599 

●公営企業会計（表２） （単位 : 百万円）

収　入 支　出 差引額
水 道
事業会計

収益的収入および支出 2,355 1,944 411
資本的収入および支出 494 2,161 -1,667

●地方債の残高（グラフ１）

●財政の健全化判断比率（図１）

●旧合併特例事業債の活用状況（表３）
（単位 : 百万円）

旧合併特例事業債　計 5,780.2
庁舎建設事業（本庁舎） 2,714.9
庁舎建設事業（穂高支所） 11.2
防災行政無線整備 385.7
防災広場整備 324.8
市道新設改良 265.1
穂高会館改修工事 865.3
豊科公民館改修工事 365
南部多目的広場 189.6
温浴施設整備（しゃくなげの湯） 17.4
保育園（アルプス、三郷南部） 253.7
水道事業出資金 387.5

●健全化判断比率の推移（グラフ２）

一般会計 下水道事業会計 農業集落排水事業会計 水道事業会計 全会計合計

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
92,341

42,521

36,397

1,904

H22 H23 H24 H25 H26

11,519

41,429

36,923

1,808

10,880

40,041

36,967

1,709

10,276

38,582

37,727

1,608

9,660

36,929

41,666

1,504

9,032

91,040 88,993 87,577 89,131

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

（単位：百万円）

①実質赤字比率
普通会計（一般、同和住宅新築）
の赤字の割合

②連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、企業会計
の全ての会計の赤字割合

③実質公債費比率
年間の借入金返済額の割合

④将来負担比率
将来負担が見込まれる負債の割合

（※１）　早期健全化基準を１項目でも上回った場合は、改善に係る個別の事項について、外部監査を受けなければなりません。
（※２）　財政再生基準を１項目でも上回った場合は、議会の議決を経て財政再生計画を定め、総務大臣の同意を得なければ、
　　　　　一部を除き地方債を借りることができなくなるなど、国の管理下のもと財政の健全化が厳しく求められることにな
　　　　　ります。

早期健全化基準（※1）

12.05%

17.05%

25.0%

350.0%

20.0%

30.0%

35.0%

財政再生基準(※2)

健全段階 早期健全化段階 再生段階

安曇野市は黒字　
のため数値なし

安曇野市は黒字　
のため数値なし

安曇野市
　　　10.7%
　　（前年度11.7%）

安曇野市
　　　20.0%
　　（前年度 25.1%）

健
全
財
政

財
政
悪
化

14.4 15.0 14.4 13.6 12.9 12.0 11.7 10.7 

47.1 

63.7 
61.2 

49.0 

35.0 33.0 25.1 
20.0 

70.0
（％）

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 （年度）

◎特集　平成26年度決算

11 102015.10.21 2015.10.21 広報 広報 



　長野自動車道「北村１･ ２号橋」
橋梁長寿命化事業については、関係
機関との調整が完了しない見込みと
なったため、繰越明許費として翌年
度に繰り越しました。松くい虫被害
対策については、被害が拡大してお
り、伐倒処理等のため大幅な増額補
正を行いました。

　「しゃくなげの湯」整備事業につ
いては、建設資材や人件費の高騰に
伴い、設計の見直しを含めて事業を
見直すものとして、事業を平成 27
年度に移行しました。
　「しゃくなげの湯」周辺整備事業に
ついては、基本計画の策定に関し、
ワークショップの回数の増加等から
策定に至らず、400 万円を繰越明許
費とするほか整備全体の事業を平成
27 年度に移行しました。

単位未満については切り捨てて表示
しています。また、当初の予算額に
ついては、(　) 内に記載しました。

　アルプス保育園建設事業について
は、建設資材や人件費の高騰に伴い、
再入札を行った影響から、事業着手
が遅れたため、平成 28 年度までの
債務負担行為を設定し、事業着手し
ました。明科南保育園については、
用地測量費等を予算計上していまし
たが、用地の選定を見直すことにし、
事業を後年度に送りました。三郷
児童館増築事業については、事業の
実施を平成 27 年度に移行しました。
穂高南小学校プール改築工事につい
ては、遺跡の出土に伴う発掘調査が
必要になったことから１億 5,822 万
円を事故繰越しとしました。穂高幼
稚園大規模改造については、過去の
工事の不良箇所が発見されたため、
２億 309 万円の事業費の内１億 2,342
万円を事故繰越ししました。

　本庁舎建設本体工事については、
本体工事に伴う物価スライド条項の
適用により２億 2,279 万円の増額の
変更契約を行い、平成 27 年１月に
しゅん工しました。

平成26年度
市が取り組んだ事業
活力あふれるまちづくり
新規就農者育成支援事業 2,971万円 （3,746万円）
企業等支援助成事業 7,600万円 （9,942万円）
地域経済活性化住宅助成事業 7,151万円 （7,500万円）
地域資源活用型連携推進事業補助 71万円 （200万円）
周遊バス運行補助 410万円 （410万円）
安曇野ハーフマラソン（プレイベント） 1,629万円 （800万円）
穂高駅前街路灯の整備事業 1,058万円 （5,100万円）
「しゃくなげの湯」整備事業 2,299万円（8億7,669万円）
「しゃくなげの湯」周辺整備事業 200万円（1億7,025万円）
水道事業会計への出資 3億8,750万円（5億9,520万円）

健康長寿のまちづくり
新公共交通構築運行事業 5,726万円 （8,133万円）

災害時避難行動要支援者名簿の作成 190万円 （428万円）

日常生活自立支援事業 429万円 （448万円）

福祉バスの運行 579万円 （663万円）

高齢者の生きがいと健康づくり事業 352万円 （370万円）

健康長寿のまちづくり事業 174万円 （250万円）

穂高就労センター業務委託 1,447万円 （1,447万円）

１コイン・２コインで検診受診 2,772万円 （2,983万円）

医療救護所装備品の整備 127万円 （133万円）

臨時福祉給付金給付事業 1億9,603万円（2億7,076万円）

豊かな人を育むまちづくり
子育て世帯臨時特例給付金給付事業 1億2,018万円（1億3,828万円）
海外ホームステイ事業 733万円 （737万円）
学校給食費徴収システム構築 130万円 （291万円）
新市博物館構想策定 301万円 （367万円）
公式スポーツ施設整備計画策定業務 563万円 （621万円）
三郷児童館増築事業 345万円 （9,398万円）
豊科保育園大規模改造 237万円 （342万円）
アルプス保育園建設事業 1億7,032万円（5億0,625万円）
三郷南部保育園建設事業 3億6,579万円（4億3,303万円）
明科南保育園建設事業 ― （1,190万円）
三郷北部保育園建設事業 1,068万円 （977万円）
穂高南小学校プール改築工事 ―（1億5,471万円）
非構造部材耐震化工事（小中学校） 1億1,036万円（1億1,577万円）
穂高幼稚園大規模改造 8,374万円（2億1,889万円）
三郷交流学習センター整備事業 820万円 （869万円）
豊科公民館耐震補強・大規模改造工事 4億1,515万円 （4億2,032万円）
穂高会館耐震補強等改修工事 9億4,368万円 （9億7,930万円）
穂高会館非構造物耐震化工事 1億3,068万円 （1億212万円）
南部多目的運動場整備事業 1億853万円 （1億1,143万円）

環境を守り、安全・安心なまちづくり
水環境基本計画の策定 508万円 （543万円）

防犯灯 LED化更新 3,129万円 （3,252万円）

長野自動車道「北村1･2号橋」橋梁長寿命化事業 ― （4,400万円）

舗装維持管理計画の策定 432万円 （442万円）

松くい虫被害対策事業 3億2,011万円（2億1,419万円）
防災広場整備 3億4,816万円（3億4,205万円）
緊急メール配信システム 384万円 （451万円）

災害対策用備蓄品 3,504万円 （3,599万円）

防災用品購入助成事業 45万円 （1,000万円）

安曇野インター周辺土地利用検討業務 367万円 （372万円）

穂高駅前広場外整備事業 7,067万円 （6,300万円）

協働によるまちづくりと行政サービスの向上
本庁舎建設本体工事外（備品含） 31億5,856万円（30億506万円）
新本庁舎しゅん工式および記念イベント 205万円 （369万円）

市歌制定 76万円 （511万円）

SAKURAプロジェクト 89万円 （120万円）

地域力向上事業補助金 572万円 （600万円）

あづみ野 FM広告宣伝 60万円 （60万円）

ファイリングシステム導入 941万円 （1,222万円）

財政用語解説
債務負担行為
経費支出の前提となる法律上の債務を負担することが先行し、実際の支出
が後年度に行われるもの
事故繰越し
契約後、避けがたい事故のため、その支出が年度内に終わらなかったもの
繰越明許費
その予算の性質上、または予算成立後の事由により、年度内にその支払い
が終わらない見込みのもの

　地区公民館での健康体操教室

安曇野ハーフマラソンプレ大会

穂高会館

安曇野しゃくなげの湯

中学生海外ホームステイ

周遊バス

三郷南部保育園

　防災広場

　市役所新本庁舎

◎特集　平成26年度決算
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市
と
県
南
安
曇
農
業
高
等
学
校
（
西

村
清
利
校
長
）
は
、
農
業
分
野
で
の
連

携
協
定
を
結
び
、市
役
所
で
９
月
８
日
、

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
西
村
校
長
は
「
協
定
締

結
を
機
に
今
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り

地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ
、
宮
澤

市
長
は
「
田
園
産
業
都
市
を
掲
げ
る

市
に
と
っ
て
農
業
は
主
力
産
業
。
連
携

に
よ
り
地
域
の
産
業
の
育
成
を
図
り
た

　

日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設
「
安
曇
野

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
の
起
工
式
が
９

月
25
日
、
穂
高
有
明
の
ビ
フ
穂
高
北

側
の
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
市
や
市
議
会
な
ど
の
関
係
者

約
80
人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は
「
市

民
の
福
祉
、
健
康
増
進
に
寄
与
し
、

ビ
フ
穂
高
と
連
携
し
西
側
山
麓
の
観

光
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
出
陣

式
が
９
月
18
日
、
豊
科
南
穂
高
の

防
災
広
場
で
行
わ
れ
、
安
曇
野
交
通

安
全
協
会
市
内
各
支
部
や
警
察
、
市

交
通
安
全
協
議
会
な
ど
関
係
者
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
運
動
期
間
が
秋
の
連
休

と
重
な
り
、
当
市
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
市
独
自
で
運
動
期
間
の

開
始
を
早
め
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
官
学
連
携
協
定
は
、
市
農
業
・

農
村
振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
る「
農
業・

農
村
の
振
興
」
と
、
同
校
の
教
育
目
標

で
あ
る
「
健
康
で
教
養
豊
か
な
科
学
的

農
業
人
の
育
成
」
を
目
的
に
結
ぶ
も
の

で
す
。
協
定
の
主
な
内
容
は
、
生
徒
と

市
民
の
交
流
や
新
品
種
導
入
・
新
技
術

開
発
で
の
共
同
研
究
、
生
徒
の
就
農
支

援
促
進
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
協
力

　

新
し
い
建
物
は
、
地
上
１
階
、
地

下
１
階
の
鉄
骨
造
り
で
、
床
面
積
は

約
１
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
大
浴

場
や
露
天
風
呂
、
家
族
風
呂
な
ど
を

備
え
、
床
暖
房
に
松
枯
れ
材
や
間
伐

材
を
利
用
し
た
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

し
ま
す
。

　

昭
和
48
年
に
開
業
し
た
市
営
し
ゃ

く
な
げ
荘
と
隣
接
す
る
温
泉
健
康

館
、
有
明
宮
城
地
区
に
あ
る
老
人
保

し
た
。

　

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
交
通

安
全
の
意
識
向
上
を
図
り
、
ま
た
、

市
内
各
地
域
で
も
交
通
事
故
が
無
く

な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
防
災
広
場
近
く
の
交
差

点
２
カ
所
で
、
通
勤
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
の
ぼ
り
旗
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、

街
頭
啓
発
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

す
る
も
の
で
、
専
門
職
業
高
校
で
あ
る

同
校
と
の
連
携
は
、
将
来
の
担
い
手
の

育
成
や
市
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
夏
秋
イ
チ
ゴ
の
加
工
品

の
試
作
研
究
や
、
首
都
圏
で
生
徒
が
市

内
産
農
産
物
・
加
工
品
の
販
売
実
習
で

消
費
者
と
接
す
る
機
会
を
市
が
設
け
、

就
農
意
識
の
向
上
を
支
援
す
る
取
り

組
み
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

■
農
業
の
担
い
手
育
成
へ　

南
安
曇
農
業
高
校
と
連
携
協
定
締
結

■
日
帰
り
温
泉
入
浴
施
設　

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
が
起
工 

■
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト　

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け

健
セ
ン
タ
ー
は
、
天
然
温
泉
を
楽
し

め
る
施
設
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
が
合
併
前
か
ら
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
審
議
会
な
ど

の
検
討
を
経
て
、
３
施
設
に
代
わ
る

施
設
と
し
て
今
回
整
備
し
ま
す
。

　

開
業
は
、
平
成
28
年
10
月
の
予
定

で
す
。

　

本
市
で
は
、
９
月
末
日
現
在
、

３
３
０
日
間
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
関
係
機
関
や

団
体
と
連
携
し
、
交
通
事
故
を
１
件

で
も
減
ら
す
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
を
踏

ま
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
10
年
後
の

安
曇
野
市
の
姿
を
考
え
て
も
ら
う
た

め
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
９
月
５
日
、
堀
金
総
合
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
区
の
関
係
者
や
市
民
等

約
２
５
０
人
が
参
加
。
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
元
三
重
県
知
事
で
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
北
川
正
恭
さ

ん
が
「
次
な
る
10
年
に
向
か
っ
て
」
と

題
し
、
講
演
。
国
の
地
方
分
権
政
策

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
形
式
的
な
地

方
へ
の
権
限
移
譲
は
終
わ
り
、
今
は
実

質
的
な
分
権
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
と

し
「
市
民
や
議
会
、
市
が
緊
張
感
を

持
っ
て
自
分
た
ち
の
住
む
街
を
経
営
す

る
時
が
来
て
い
る
」
と
会
場
に
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
区
長
会
や
商
工
会
、

市
民
活
動
団
体
の
代
表
、
11
月
の
中

学
生
議
会
に
出
席
す
る
生
徒
が
参
加

し
、「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
の

中
で
安
曇
野
市
が
目
指
す
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
や
市
が
果
た
す
役
割

な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

■
10
年
後
の
安
曇
野
市
を
考
え
る　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

起工式であいさつする宮澤市長のぼり旗などで交通安全を呼び掛けた

握手する西村校長（左）と宮澤市長

意見交換をするパネラーの皆さん

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス
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人

（5）職員の初任給の状況（平成27年 4月 1日現在）

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年４月１日現在）

市政トピックス

市の職員数や給与などの状況を公表します

人事行政の運営等の状況
●職員の任免
および職員数に関する状況

●職員の勤務時間とその他勤務条件の
　状況（平成26年度）

職員課 71・2405 71・5155
　市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき職員数や給与などの状況についてお知らせします。

（1）職員の採用および退職の状況
平成 26 年度退職者 42 人　　平成 27 年４月採用者 24

（2）職員数の状況

（1）勤務時間の状況
原則として１日 7時間 45 分（午前 8時 30 分～午後 5時 15 分。
休憩時間を除く）勤務です。休日は原則として土日、祝日および
　年末年始（12 月 2 9 日～翌年 1月 3日）です。

（2）年次休暇の取得状況
平成 26 年中の一人当りの平均取得日数は 7.8 日でした。

（3）育児休業の取得状況
平成 27 年 4 月 1 日現在育児休業中の職員は 17 人でした。

●特別職の報酬等の状況
（平成27年4月1日現在）

区　分 月　　額 期末手当

給料 市　長 928,000円 （平成 26 年度支給割合）

6 月期　1.40 月分
12 月期　1.70 月分

計　3.10 月分

副市長 768,000円

報酬
議　長 459,000円
副議長 383,000円
議　員 360,000円

●職員の研修の状況（平成26年度）
区　分 種　　類 人数
集合研修 731人
出張研修 169人
派遣研修

新規採用職員研修、コンプライアンス研修　等
財務会計事務研修、係長研修　等
国･県等への派遣研修 5人

部　門 職員数（人） 対前年
増減数Ｈ 26.4.1 Ｈ 27.4.1

一 般 行 政

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

特 別 行 政 教　　育

公営企業等
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

合計

6 6 0
172 174 2
55 55 0
169 161 －8
63 62 －1
1 1 0
53 53 0
19 20 1
57 61 4
595 593 －2
76 72 －4
21 19 －2
13 12 －1
41 37 －4
75 68 －7
746 733 －13

（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属す
る職員数であり、休職者などを含み、臨時または非常勤職員を除い
ています。

●職員給与の状況
（1）人件費の状況（普通会計決算）

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

区　分 安曇野市 全国市平均

26年度 96.6 98.6

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委
　　　員など）に支給される給料、報酬等を
　　　含みます。

住民基本台帳人口
（平成27年３月31日現在）

歳出額（Ａ）
実質収支
人件費（Ｂ）
人件費率
（Ｂ／Ａ）

98,425人

42,376,000千円
781,126千円
5,653,036千円

13.3％
（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（2）職員給与費の状況（平成 27年度一般会計予算）
職員数
（Ａ）

給与費 1人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

734人 2,687,951千円 342,490千円 996,443千円 4,026,884千円 5,487千円

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

安曇野市 318,623円 358,634円 42歳10月 － － －
長野県 340,213円 407,268円 45歳5月 280,551円 303,340円 57歳5月

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の
　　　給料を100とした場合の給与水準を示
　　　す指数です。

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計し
　　　たものです。

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成27年４月１日現在）

 区　　分 安曇野市 長野県 国

一　般
行政職

大学卒 174,200円 183,100円 総合職 181,200円
一般職 174,200円

高校卒 142,100円 148,400円 一般職 142,100円

区     分
経　験　年　数

７年以上
10年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

一　般
行政職

大学卒 230,947円 314,940円 357,970円 376,263円
高校卒 284,914円199,850円 325,243円 358,989円

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

6月期 1.225 月分 0.675 月分
12月期 1.375 月分 0.825 月分
計 2.6 月分 1.50 月分
職務の級による加算措置　有

※国、県と同じ支給割合です。

（7）職員の手当の状況　
○期末手当・勤勉手当（平成26年度） ○退職手当（平成27年４月１日現在）

区　分 安曇野市 長野県 国
自己都合 自己都合 自己都合 定年･早期等定年･早期等定年･早期等

勤続20年 20.445月分

区　分 24年度 25年度 26年度
賃金（A）

合計（A+B）

1,268,976千円 1,293,481千円 1,321,002千円
社会保険料等
事業主負担金額

（B）
170,682千円 183,464千円 191,330千円

1,439,658千円 1,476,945千円 1,512,332千円

25.55625月分

区　分 安曇野市
H25.4.1

合計 693
H26.4.1

689
H27.4.1

696

20.445月分25.55625月分 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分 49.59月分

職務の級による調整額の加算措置　有

○その他の手当
手当名 内　　　　　　容

扶養手当

主として職員の扶養を受けて生活している親族のあ
る職員に支給されます。
○配偶者　　　　　　　　月額 13,000 円
○配偶者以外の扶養親族　月額 6,500 円（15歳～
　22歳の子は１人につき 5,000 円加算）

寒冷地手当

11月～３月の各月に支給
○扶養親族のある世帯主　月額　17,800 円
○扶養親族のない世帯主　月額　10,200 円
○その他の職員　　　　　月額　 7,360 円

通勤手当

○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額
（月額 55,000 円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道 2Km以上）月額　
　2,000 円～（片道 60Km以上）月額 31,600 円

手当名

管理職手当

時間外勤務手当

特殊勤務手当

○感染症等防疫作業手当　日額 500円
○行旅死病人取扱手当　1件 1,500 円～ 2,500 円
○犬猫等死体処理作業手当　1件 500 円
○野犬等処理作業手当　1件 500円
○福祉業務手当　日額 300円または500 円

住居手当 借家等の場合　月額 27,000 円限度

宿日直手当 宿日直 1回につき　4,200 円　

内　　　　　　容

職制上の段階により支給

時間外の勤務 1時間につき、給料月額を基本とし
た時間単価の 125％～ 160％を支給

●職員の分限および懲戒処分の状況

●非常勤（臨時）職員数の状況

●賃金等の決算の状況

●職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断などの実施状況
健康診断受診者数　310人　人間ドック受診者数　376人
集団がん検診受診者数　延べ78人

（2）職員互助会の設置および活動状況 

（3）公務災害の認定状況

（4）不利益処分に関する不服申し立ての状況等

平成26年度分限処分者数および懲戒処分者数等　

地方公務員法第42条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、
職員の健康増進、体力向上、その他福利厚生に関する事業を
実施しています。
・互助会名称　安曇野市職員互助会・長野県市町村職員互助
会（会員数　749名）
・職員互助会費　給料月額の3.5/1000・市負担金　給料月額
の3.0/1000（市負担金総額863万円）
・平成26年度決算額　収入5,505万円　支出4,090万円
（支出の主な内訳：県互助会掛金・負担金1,467万円、県互助
会からの給付金1,742万円、職員スポーツ大会 55万円）
・平成27年度予算額　5,737万円（うち市負担総額840万円）

（注）１分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行
われる処分で、公務能率の維持を目的とします。いわゆる「病気休職」
等です。
２懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処
分で、公務における規律と秩序を維持することを目的とします。
３訓告等とは、懲戒処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚さ
せ、将来を戒め職務遂行に対する姿勢の改善等を目的とします。

公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、
一定の補償が行われます。
公務災害認定・・・・４件　　　通勤公務災害・・・・２件

勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し
立てはありませんでした。

分限処分者 懲戒処分者 訓告等
免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計
0 2 0 0 2 2 1 6 4 13 14

（注）代替登録職員等の各課管理の職員を除きます。
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秋空に響く　子どもたちの歓声

人と本をつなぐ、図書館を満喫

工房30年の歩み　ゆかりの作品展示

大糸線100年記念列車が運行

保護司の活動拠点が開所
長寿を祝い　記念の品贈る

　子どもたちがさまざまな遊びを学び、交流する
イベント「集まれ！あづみっ子まつり（市教育委
員会主催）」が９月５日、豊科南部総合公園で行
われ、約 2千人が参加しました。この日は、凧
作りやお手玉など昔ながらの遊びのコーナーのほ
か、バルーンアートやボールプールなどが設けら
れ、元気に遊ぶ子どもたちの声が、秋晴れの会
場に響き渡っていました。家族で参加した二

ふ た き

木
優
ゆ い な

衣奈さん（穂高）は工作コーナーで折った紙飛
行機を何度も飛ばし「ロケットみたいに遠くまで
飛ぶよ！」とうれしそうに話していました

　図書館フェスタが９月 12日から 2日間、穂高
交流学習センター「みらい」を主会場に行われ、
コンサートや講演会、講座などさまざまな催しに
多くの市民が訪れました。
　12日には、図書館川柳入賞者の表彰式や一日
中央図書館長の任命式が行われ、市の農産物応
援キャラクター・あづみ～ずの「みずん」に橋渡
教育長から任命書とたすきが手渡されました。図
書館利用者カードケース作りを体験した川

かわきた

北桃
も も こ

子
さん（穂高北小３年）は「とても簡単にできまし
た。図書館はたくさん本があって楽しいです」と
話してくれました。

　あづみ野ガラス工房（豊科南穂高）が設立 30 周年を
迎え、記念展が９月 15 日から 10 月 12 日まで開催され
ました。会場には、工房の現役スタッフや卒房生などゆ
かりのある 27 人の作品約 50 点が展示されました。
　開催に先立ち、９月 13 日には、関係者約 70 人が出席
しプレオープン記念式典が行われました。工房の設立に
も携わった伊

い と う

藤孚
まこと

多摩美術大学名誉教授は、あいさつ
で「世界に視点を合わせ、安曇野のガラスを発信してほ
しい」と工房の今後に期待を寄せました。
　同工房は、昭和 60 年に旧豊科町と多摩美術大学（東
京都）のクラフトデザイン研究会（当時）が提携し設立。
ガラス造形作家を目指す若者が５年間在籍し、創作のほ
か工房の運営にも携わり、作家としての経験を積んでい
ます。
　現在、工房には４人が在籍。在籍５年目で、リーダー
の池

いけうち

内康
こうすけ

祐さん（豊科高家）は「安曇野での生活で、作
家として感性を磨き、技術が向上したと感じています。
何より地元の人との交流を通じ、人として成長すること
ができました」と話してくれました。

　大糸線の開業 100 周年を記念した列車「大糸線 100 周
年号」が９月 26 日、JR松本駅－信濃松川駅間で運行さ
れ、豊科駅で出発式が行われました。当日は、宮澤市長
が一日駅長を務め、テープカットの後、記念列車に出発
の合図を送りました。
　ホームには豊科駅の職員手作りの記念列車のプレー
トも飾られ、スーパーあずさの旧型の車両を使用した記
念列車が入線すると、集まった多くの鉄道ファンなどが
写真を撮っていました。
　豊科駅は 1915 年（大正 4 年）1 月６日に開業し、同
年 11 月２日には北松本駅－信濃常盤駅間が開通しまし
た。地域の重要な公共交通機関として愛されてきた大糸
線。近年は、外国人観光客も多く観光振興への役割も期
待されています。

　犯罪や非行をした人の社会復帰を支援する保
護司の活動拠点「安曇野地区更生保護サポート
センター」が、県安曇野庁舎内に設けられ、10
月１日に開所式が行われました。県内で９カ所
目となる同センターは、安曇野地区の保護司と
対象者との面接や、新任保護司の研修場所など
に活用されます。安曇野地区保護司会の中

なかざわ

澤
將
まさふみ

文会長は「保護司同士の情報交換や、地域の
ボランティアなどとのつながりの場にしたい」
と話しました。

　高齢者の長寿を祝うため９月 15 日、市内で男
女の最高齢者となった大

おおさわ

澤深
ふ か し

志さん（三郷明盛・
102 歳）と望

もちづき

月志
し

げみさん（穂高・105 歳）を宮
澤市長が訪問し、祝い品を手渡しました。俳句
が趣味という大澤さんは、100 歳を過ぎて俳句
に添える絵にも挑戦し「何事も一生懸命に打ち
込み、頭を使うことが大切」と長寿の秘訣を話
してくれました。このほか本年度 88 歳を迎える
男女 583 人と、100 歳を迎える男女 21 人にも祝
い品を贈り、長寿を祝いました。

9/5　集まれ！あづみっ子まつり

9/12・13　図書館フェスタ

9/13　あづみ野ガラス工房30周年記念展

9/26　豊科駅「大糸線100周年号」出発式

10/1　更生保護サポートセンター開所式

9/15　市内最高齢者などに祝い品伝達
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豊
科
図
書
館
開
館
５
周
年
記
念

髙
村
薫
さ
ん
講
演
会

　
「
マ
ー
ク
ス
の
山
」
で
直
木
賞
を
受
賞

し
た
髙
村
薫
さ
ん
か
ら
時
評
を
交
え
て
、

小
説
・
物
語
な
ど
の
話
を
伺
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
演　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　
「
き
ぼ
う
」多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
●
講
師　

髙
村　

薫
さ
ん

●
演
題
「
小
説
・
物
語
・
時
代
」

●
対
象　

一
般
市
民

●
定
員　

２
０
０
人
（
全
席
指
定
）

●
入
場
料　

無
料　

●
申
し
込
み　

各
図
書
館
備
え
付
け
の

申
し
込
み
用
紙
、
も
し
く
は
、
は
が

き
等
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
図
書
館
窓
口

へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
伴
２
人

ま
で
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。な
お
、

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
期
間　

11
月
１
日
（
日
）

〜
15
日
（
日
）

●
そ
の
他　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は
11
月
下
旬
ま
で
に

入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

豊
科
図
書
館
の
催
し豊

科
図
書
館

 

71
・
４
０
２
２　

 

73
・
１
８
０
１

●
送
付
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５　

安
曇
野
市
豊
科
５
６
０
９
‐
３

　

豊
科
図
書
館
講
演
会
係

豊
科
図
書
館
映
画
上
映
会
「
く
る
み

割
り
人
形
」

　

絵
本
で
も
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
い

る
物
語
を
上
映
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

●
場
所　
「
き
ぼ
う
」多
目
的
交
流
ホ
ー

ル
●
入
場
料　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不

要
）

●
定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

　

武
蔵
を
心
の
師
と
す
る
剣
道
エ
リ
ー
ト

の
香
織
は
、
中
学
最
後
の
試
合
で
無
名
選

手
の
早
苗
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
敗
北

の
悔
し
さ
を
片
時
も
忘
れ
ら
れ
な
い
香
織

と
、
勝
利
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
お
気
楽
不
動

心
」
の
早
苗
。
高
校
の
剣
道
部
で
再
会
を

果
た
し
た
２
人
の
友
情
と
成
長
の
物
語
で

す
。

　

剣
道
に
対
す
る
姿
勢
が
全
く
違
う
主
人

公
２
人
が
周
り
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り

や
、
練
習
や
試
合
を
経
験
し
て
同
じ
道
を

進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
く
と
こ

ろ
に
感
動
し
ま
し
た
。
文
章
が
ユ
ー
モ
ラ

ス
で
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
し
、
う
っ
か

り
泣
い
て
し
ま
う
シ
ー
ン
も
あ
っ
て
読
み

終
わ
っ
た
時
に
と
て
も
爽
や
か
な
気
持
ち

に
な
る
本
で
す
。

　

私
自
身
が
中
学
・
高
校
時
代
に
剣
道
部

だ
っ
た
の
で
、
試
合
の
シ
ー
ン
の
細
か
い

描
写
に
ウ
ン
ウ
ン
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
、

と
遥
か
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
で
も
剣

道
を
知
ら
な
い
人
で
も
き
っ
と
面
白
く
読

め
る
と
思
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

武
士
道
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
ン誉

田
哲
也　

作

紹介する人

野村玲子さん
  （穂高・有明）

11月の図書館イベント

中央図書館映画上映会（入場無料）
｢父の詫び状」

1986 年 日本作品（NHK総合テレビで放送）
<上映時間　90 分 >

●日時　13日（金）開場18：30  上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　18日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　25日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら

おはなしのへや
11・18・25（各水曜日）
　　　　  10：30～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
おはなしのへや
21日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
多目的室
20日（金） 11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
多目的室
20日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
三郷支所３階第５会議室
14日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　堀金図書館　おはなしのへや
児童コーナー
17日（火） 10：30～（乳幼児対象）
17日（火） 16：30～（幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
おはなしの部屋
28日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
教
室

第
３
期
参
加
者
の
募
集

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

 

71
・
２
４
６
７　

 

71
・
２
３
３
８

第
６
回
安
曇
野
市
囲
碁
・
将

棋
大
会

明
科
公
民
館
内
明
科
地
域
課
地
域
担
当

 

62
・
４
６
０
５　

 

62
・
５
８
９
４

　

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
で
す
。
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
25
日
（
水
）
か
ら
２
月

10
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
で
全
10
回

　

各
回
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂
（
２
月
３

日
と
10
日
は
堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）

●
講
師　

逢
澤
玲
子
さ
ん

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
費
用　

１
３
４
０
円
（
参
加
費
・
保

険
料
）

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
月
）
か
ら

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

当
日
は
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局

や
囲
碁
入
門
講
座
も
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
の
実
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
22
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
８
時
45
分
〜

　

対
局　

午
前
９
時
40
分
〜

●
場
所　

穂
高
会
館
講
堂
、
講
義
室

●
内
容　

種
目　

▽
囲
碁　

申
告
段
級

位
に
よ
り
組
み
分
け　

▽
将
棋
Ａ
級

（
三
段
以
上
）、Ｂ
級
（
初
段
・
二
段
）、

Ｃ
級
（
級
位
者
）、
Ｄ
級
（
小
学
生

の
部
）

●
招
待
プ
ロ
棋
士　

▽
囲
碁　

大
澤
健

朗
二
段　

▽
将
棋　

土
佐
浩
司
八
段

●
参
加
費　

一
般
１
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円
（
希
望
者
の
み
昼

食
代
５
０
０
円
）

●
定
員　

▽
囲
碁
64
人　

▽
将
棋
50
人

（
囲
碁
・
将
棋
と
も
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
27
日
（
火
）
か
ら

11
月
10
日
（
火
）
の
間
に
、
各
公
民

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
明
科
公
民
館

窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

安
曇
野
市
囲
碁
・
将
棋
大
会

実
行
委
員
会

図書館川柳受賞者決定　　テーマは「安曇野」
 中央図書館　　84・0111　　84・0116

　広報などで７月に募集しました「図書館川柳」の受賞作品が投票の結果、
次のとおり決まりましたので紹介します。なお、受賞作品を掲載した「手作り
しおり」を各図書館で配布します。（数量限定）
【中学生以下の部】
□最優秀賞 「常念の　見下ろす大地に　笑顔咲く」
□優秀賞 「拾ヶ堰　先人たちの　恩を知り」
 「あずみ野の　みどりきみどり　ヤマコ色」
□佳作 「じゅっさいは　ぼくよりすこし　おにいさん」
 「白鳥の　Ｖ字飛行は　冬景色」
 「安曇野は　水もみどりも　おいしいよ」
 「せせらぎの　音に混じりて　蛍飛ぶ」
 「あずみのし　にぎやかなよる　ムシとほし」

【一般の部】
□最優秀賞 「常

じょうねん

念岳を　家宝のように　語る父」
□優秀賞  「辛口の　妻より辛い　ワサビ漬け」
  「道祖神　こけむした妻　手をにぎり」
□佳作    「安曇野の　夫婦手本は　道祖神」
 「夫婦にも　フォッサマグナが　存在し」
 「太ったね　妻は安曇野　放牧豚」
 「買わずとも　蛇口ひねれば　名水が」
 「子どもらよ　北アルプスほどの　夢をもて」

安曇野市教育委員会

生涯学習 ・ 図書館

21 202015.10.21 2015.10.21 広報 広報 



ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ17

第
25
回　

友
の
会
総
合
芸
術
展

　

書
道
、
押
絵
、
刺
し
ゅ
う
、
水
墨

画
、
植
物
画
、
写
真
の
友
の
会
会
員
の

皆
さ
ん
に
よ
る
総
合
芸
術
展
を
開
催
し

ま
す
。
過
去
の
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
一
味
違
っ
た
展
示
を
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
31
日
（
土
）
〜
11
月
29

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

豊
科
郷
土
博
物
館
２
階
展
示

室
●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

豊
科
郷
土
博
物
館
の
催
し

豊
科
郷
土
博
物
館

 

72
・
５
６
７
２　

 

72
・
７
７
７
２

県
烏
川
渓
谷
緑
地 

公
開
学
習
会

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地　

環
境
管
理
事
務
所

 
 

73
・
０
２
０
３

明
科
学
習
館
講
座

「
十
返
舎
一
九
が
安
曇
野
に
来
た
」

明
科
学
習
館　

 

62
・
２
０
０
１

明
科
図
書
館　

 

62
・
１
１
２
２

市
制
施
行
10
周
年
記
念

安
曇
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
リ
レ
ー
２
０
１
５

市
美
術
館
博
物
館
連
携
事
業
実
行
委
員
会

事
務
局
（
文
化
課
内
）

 

71
・
２
４
６
３　

 

71
・
２
３
３
８

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

紅
葉
観
賞
茶
会

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

 

81
・
３
０
３
０　

 

82
・
０
５
５
１

貞
享
義
民
記
念
館　

第
５
回
フ
ォ
ト

サ
ロ
ン
な
か
が
や
写
真
展

貞
享
義
民
記
念
館

 

77
・
７
５
５
０　

 

77
・
７
５
５
１

　
「
森
林
エ
リ
ア
探
鳥
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
森
林
エ
リ
ア
を
行
き
交
う
冬
鳥

の
観
察
を
行
い
ま
す
。

●
講
師　

丸
山
隆
さ
ん
（
信
州
野
鳥
の

会
）

　

十
返
舎
一
九
が
歩
い
た
安
曇
野
の
道

筋
や
滞
在
し
た
足
跡
を
、
写
真
・
絵
を

交
え
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。

●
日
時　

11
月
20
日
（
金
）

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流

学
習
施
設「
ひ
ま
わ
り
」ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

●
講
師　

丸
山
英
二
さ
ん
（
十
返
舎

一
九
に
親
し
む
会
会
長
）

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み　

10
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
ひ
ま
わ
り
内
明
科
学
習
館

も
し
く
は
明
科
図
書
館
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
は
休
館
）

　

美
術
館
・
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
に
つ
い
て
、
館
の
職
員
ら
が
解

説
す
る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
リ
レ
ー

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
正
午

●
場
所　

烏
川
渓
谷
緑
地 

森
林
エ
リ

ア 

駐
車
場

●
主
催　

烏
川
渓
谷
緑
地
市
民
会
議

●
参
加
料　

無
料

●
持
ち
物　

双
眼
鏡
、
図
鑑
、
飲
み
物
、

雨
具
、
筆
記
用
具
等
（
双
眼
鏡
貸
出

し
有
り
）

●
定
員　

25
人 

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
月
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
環
境
管
理
事
務
所
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
karasu@

anc-
tv.ne.jp

　

本
年
は
13
の
美
術
館
・
博
物
館
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
美
術
館
・
博
物
館
に

気
軽
に
足
を
運
ん
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

●
期
間　

10
月
24
日
（
土
）
〜
11
月
８

日
（
日
）

●
参
加
施
設　

貞
享
義
民
記
念
館
、
臼

井
吉
見
文
学
館
、豊
科
郷
土
博
物
館
、

豊
科
近
代
美
術
館
、
田
淵
行
男
記
念

館
、
井
口
喜
源
治
記
念
館
、
安
曇
野

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
、
碌
山
美
術

館
、
安
曇
野
ジ
ャ
ン
セ
ン
美
術
館
、

天
蚕
セ
ン
タ
ー
、
安
曇
野
山
岳
美
術

館
、
絵
本
美
術
館
＆
コ
テ
ー
ジ
森
の

お
う
ち
、
穂
高
郷
土
資
料
館
。

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
開
館
日
時
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
実
施
時
間
等
は
施
設
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
各
施
設
ま
た
は
実
行

委
員
会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

会
員
６
人
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
”花”

を
写
す
」
と
「
ぼ
け

（
ア
ウ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
）の
利
用
」で
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
ら
し
い
、
な
に
げ
な
い
風

景
を
撮
影
し
た
70
点
余
り
の
写
真
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
１
日（
日
）〜
29
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１
日
は
正

午
〜
、
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

貞
享
義
民
記
念
館　

企
画
展

示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
作
品
説
明
会

　

植
野
賢
次
さ
ん
に
よ
る
「
作
品
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
●
場
所　

貞
享
義
民
記
念
館

　

企
画
展
示
室

　

紅
葉
観
賞
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
鮮

や
か
に
彩
ら
れ
た
庭
園
を
眺
め
な
が

ら
、
抹
茶
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
（
雨
天
決
行
）

「
押
絵
の
干
支
を
作
っ
て
み
よ
う
〜

申
年
編
〜
」
受
講
者
募
集

　

松
本
平
の
伝
統
文
化
・
押
絵
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
来
る
年
が
良
い
年
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
、
来
年
の
干

支
の
申さ
る

を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
と
親
子

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

郷
土
博
物
館
学
習
室

●
講
師　

三
村
隆
彦
さ
ん

●
受
講
料　

９
０
０
円
（
材
料
代
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
（
鉛
筆
・
消
し

ゴ
ム
・
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、は
さ
み
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
手
芸
用
ボ

ン
ド
（
木
工
用
で
も
可
）・
ス
テ
ィ
ッ

●
会
場　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術

館　

南
の
蔵

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

不
要

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
43

文
化
課
博
物
館
係

72
・
５
６
７
２ 　

72
・
７
７
７
２

再
葬
墓
用
弥
生
土
器

　

金
属
の
道
具
を
使
い
本
格
的
な
稲
作
を
営

む
新
た
な
文
化
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
九
州
・

西
日
本
に
波
及
し
約
二
千
年
前
に
は
長
野
県

安
曇
野
に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
中
期
の
こ
の
頃
の
市
内
の
何
カ

所
か
の
遺
跡
か
ら
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
た
弥

生
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
遺
跡
に

お
い
て
同
じ
状
況
で
出
土
し
た
土
器
に
は
人

骨
が
入
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
土
器
を
棺
と
し

て
再
葬
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
旦
埋
葬
し
た
遺
体
の
一
部
を
再
び
土
器

に
葬
る
の
は
、
縄
文
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
儀
礼
で
す
が
、新
文
化
の
弥
生
土
器
を
使
っ

て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
科
ほ
う
ろ
く
屋

敷
遺
跡
か
ら
、
見
応
え
の
あ
る
再
葬
墓
用
土

器
が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
こ
の
再
葬
墓
用
土

器
を
11
月
29
日
（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問題１　次のうち、安曇野市にない山は
どれでしょうか。
①燕岳　　　②槍ヶ岳
③有明山　　④常念岳

問題２　安曇野市内では、現在約 400 箇
所の遺跡が確認されています。安曇野
市内にある次の遺跡のうち、国営アル
プスあづみの公園内でその一部の発掘
調査が行われている古墳時代の遺跡は
どれでしょうか。
①東小倉遺跡　　②穂高古墳群
③矢原遺跡群　　④町田遺跡

問題３　昭和63年（1988）に廃線となり、
現在、その線路敷がトレッキングコー
スとして利用されている篠ノ井線の旧
線路には、開通後、約何年間列車が通っ
ていたことになるでしょうか。
① 76年間　　② 79年間
③ 83年間　　④ 86年間

問題４　下の写真は、タコの形をした遊
具があることから、通称「タコ公園」
と呼ばれている公園です。次のうち、
この公園の最も近くにある市の施設の
愛称はどれでしょうか。
①きぼう　　　②せせらぎ
③ひまわり　　④みらい

答えは25ページ
平成28年１月31日に安曇野検定が行われ
ます。皆さんもぜひ挑戦してみてください。
受検申込の締め切りは、12月11日（金）です。
申込方法など詳しくは生涯学習課社会教育担
当（ 71・2466）まで問い合わせください。

ク
の
り
・
カ
ッ
タ
ー

●
定
員　

20
人
程
度

●
申
し
込
み　

10
月
27
日
（
火
）
か
ら

11
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
博
物
館
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

《
両
催
し
共
通
事
項
》

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

再葬墓用弥生土器４点
（ほうろく屋敷遺跡）

施設のイベント
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旧
豊
科
支
所
の
不
要
物
品
を

売
却
し
ま
す

問 

財
産
管
理
課
管
財
担
当

（

71
・
２
０
０
３　

72
・
１
３
４
０
）

　

旧
豊
科
支
所
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

物
品
を
売
却
し
ま
す
。
参
加
す
る
た
め

に
は
、
参
加
申
込
が
必
要
で
す
。

●
事
前
申
込
期
間　

10
月
21
日
（
水
）

か
ら
11
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
（
受
付
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

●
対
象
者　

個
人
・
法
人

●
申
し
込
み　

事
前
申
込
期
間
内
に
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を

持
参
の
上
、
財
産
管
理
課
（
３
階
4

番
窓
口
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
下
見
日
時　

11
月
12
日
（
木
）・
14

日
（
土
）
▽
午
前
10
時
〜
11
時

　

▽
午
後
２
時
〜
３
時

●
下
見
場
所　

旧
豊
科
支
所
１
階

●
入
札
日
時　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

●
入
札
場
所　

旧
豊
科
支
所
１
階

●
そ
の
他　

入
札
当
日
も
参
加
申
込
と

物
品
確
認
は
で
き
ま
す
が
、
混
雑
を

避
け
る
た
め
、
事
前
申
込
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
入
札
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
財
産
管
理
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
代
金
の
支
払
い
と
物
品

の
運
び
出
し
は
入
札
当
日
に
お
願
い

し
ま
す
。
物
品
が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
入
札
に
は
時
間
が
掛
か
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
入
札
は
市
の
都
合
に
よ
り
延
期
、
ま

た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で
！

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
生
活
習
慣

病
と
ロ
コ
モ
予
防
〜
参
加
者
募
集

問 

健 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
１　

81
・
０
７
０
３
）

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
調
理

指
導
の
ほ
か
、
健
康
な
食
生
活
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
〜
）

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

集
団
指
導
室
・
栄
養
指
導
室

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

●
内
容　

学
習
会
、
調
理
実
習
、
味
噌

汁
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク

●
持
ち
物　

各
家
庭
の
味
噌
汁
（
よ
く

か
き
混
ぜ
た
汁
50
㏄
程
度
）、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

●
費
用　

１
０
０
円

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
月
）
か
ら

30
日
（
金
）
ま
で
に
健
康
推
進
課
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹　

71
・
５
０
０
０

（
各
支
所
地
域
課
・
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。

「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅエ

ク

ス

ポ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪

２
０
１
６
」
ブ
ー
ス
出
展
者
募
集

問 

商
工
労
政
課
産
業
連
携
推
進
係

（

71
・
２
０
３
７　

72
・
１
３
４
０
）

　

市
で
は
、
国
内
を
中
心
と
す
る
販
路

開
拓
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
展
示
会

へ
出
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
関
西
圏

な
ど
バ
イ
ヤ
ー
商
談
の
場
と
し
て
、
ま

た
市
産
品
の
宣
伝
の
場
と
し
て
参
加
を

希
望
す
る
企
業
等
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

●
対
象
者　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、

国
内
農
産
物
を
主
原
料
と
す
る
食
品

を
主
と
し
て
扱
う
市
内
食
品
製
造
業

者
・
加
工
業
者
等
で
あ
っ
て
、
か
つ

市
民
税
等
の
滞
納
が
な
い
事
業
者
お

よ
び
個
人
事
業
主

●
対
象
商
品　

①
市
内
産
の
農
産
物
を

原
料
と
す
る
加
工
品
な
ど
②
国
内
産

原
料
で
あ
り
、
市
内
で
製
造
さ
れ
て

い
る
商
品
な
ど
③
安
曇
野
の
名
称
を

域
外
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
商
品
な
ど

●
応
募
締
切　

11
月
２
日（
月
）【
必
着
】

●
申
し
込
み　

出
展
申
込
書
を
商
工

労
政
課
窓
口
（
３
階
2
番
窓
口
）
へ

提
出
く
だ
さ
い
。
出
展
申
込
書
は
商

工
労
政
課
窓
口
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

出
展
会
概
要

●
出
展
会
名　

ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
大
阪
２
０
１
６

●
日
時　

平
成
28
年
２
月
18
日
（
木
）・

19
日
（
金
）

●
開
催
場
所　

Ａ
Ｔ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
出
展
負
担
金　

３
０
０
０
円
（
そ
の

他
人
件
費
、
商
品
サ
ン
プ
ル
費
、
宿

泊
交
通
費
等
は
実
費
負
担
）

環
境
講
座
の
開
催

問 

環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２　

72
・
３
１
７
６
）

　

環
境
問
題
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

環
境
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

「
暑
さ
寒
さ
を
我
慢
し
な
い
暮
ら
し
方

教
え
ま
す
」

　

安
曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
の

た
め
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
14
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

●
講
師　

岡
江
正
さ
ん
（
安
曇
野
建
築

三
会
）

●
対
象
者　

一
般

●
費
用　

無
料

●
内
容　

室
内
の
暑
さ
や
、
寒
さ
を
効

率
よ
く
抑
え
る
方
法
な
ど

●
申
し
込
み　

不
要

「
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

　

地
球
温
暖
化
対
策
（
省
エ
ネ
対
策
）

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
・
紹

介
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
９
日
（
月
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所　

大
会
議
室
西

●
講
師　

伊
藤
智
教
さ
ん
（
エ
コ
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社
）

●
対
象
者　

市
内
で
事
業
を
営
む
人
お

よ
び
事
業
者
向
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
に
興
味
が
あ
る
人

●
費
用　

無
料

●
内
容　

省
エ
ネ
の
三
大
要
素
・
節
電

と
省
エ
ネ
の
違
い
な
ど

●
申
し
込
み　

10
月
26
日
（
月
）
午
前

９
時
か
ら
環
境
課
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

23
ペ
ー
ジ
の
「
た
め
し
て
安
曇
野

検
定
ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
②　
　

問
題
２
…
②

問
題
３
…
④　
　

問
題
４
…
①

係

売却予定物品の一部

所
の
不
要
物
品
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中
学
生
議
会
の
開
催

問 

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４　

72
・
３
１
７
６
）

　

中
学
生
の
目
線
に
よ
る
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
や
発
想
を
今
後
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
生
か
す
た
め
、

中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
定
）

●
場
所　

市
役
所
３
階
議
場

●
内
容　

市
内
各
中
学
校
か
ら
選
出
さ

れ
た
25
人
が
、
３
回
の
学
習
会
に
よ

る
学
び
か
ら
、
今
後
の
市
の
姿
に
つ

い
て
提
言
型
の
質
問
を
行
い
ま
す
。

●
傍
聴　

先
着
30
人
程
度
（
当
日
午
後

０
時
30
分
に
議
場
前
で
受
付
）

●
そ
の
他　

当
日
は
、
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ

に
よ
る
生
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
お
よ
び
用
途

地
域
の
一
部
変
更

問 

都
市
計
画
課
計
画
係

（

71
・
２
２
４
６　

72
・
３
５
６
９
）

　

次
の
と
お
り
都
市
計
画
道
路
お
よ
び

用
途
地
域
の
一
部
変
更
を
９
月
２
日
に

告
示
し
ま
し
た
。

安
曇
野
都
市
計
画
道
路

▽
「
３
・
５
・
６
吉
野
線
」
の
一
部
区
間

の
幅
員
、
線
形
と
起
点
の
位
置
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

▽
「
３
・
６
・
７
本
村
線
」
の
起
点
の
位

置
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

安
曇
野
都
市
計
画
用
途
地
域

▽
都
市
計
画
道
路
「
吉
野
線
」
の
一
部

変
更
に
伴
い
、
安
曇
野
市
豊
科
の
一
部

の
用
途
地
域
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

土
地
家
屋
調
査
士

無
料
相
談
会
（
松
本
会
場
）

問
監
理
課
管
理
登
記
担
当

（

71
・
２
３
３
１　

72
・
３
５
６
９
）

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
悩
み
や
、
土

地
建
物
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
15
日
（
日
）

　

受
付 

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で

●
場
所　

松
本
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
大
会
議
室

●
申
し
込
み　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
事
務
局

　

０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６
（
受

付
時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時
）

寄附・寄贈のお礼（1/23 ～ 4/14）　　　　　　　【敬称略】
▷水野永一　図書２種各 17 冊　市内 17 小中学校へ▷熊井明子　熊井啓監督資料 451 点　熊井啓記念館
へ▷関直彦　しおり（中学校卒業生の人数分）　市内中学校の卒業生へ▷一般社団法人　松本法人会川手
部会部会長　遠藤晉　図書カード 40,000 円×３校　明北小学校、明南小学校、明科中学校へ▷安曇野自
家用自動車協会　交通安全教材小冊子 885 冊　市内小学校の新入学児童へ▷ＧＡＣ株式会社　代表取締
役社長　大矢修三　プライベートルーム　災害用装備品として▷長野県明科高等学校　校長　原良通　絵
本 13 冊　明科北保育園へ▷社団法人日本禁煙友愛会　メッセージおよびボールペン　750 袋▷あづみ農
業協同組合　食農教育補助教材小冊子 1200 部、食農教育ＤＶＤ各小学校１個　市内小学校（明科地区を
除く）５年生へ▷柴野武夫　図書刊行本「窪田空穂と木草」30 冊　市内小中学校および市内図書館へ▷
安曇の緑の会　桜の苗木 10 本　穂高会館へ▷社団法人日本禁煙友愛会　堀金支部長　深澤正人　①ハン
カチ 240 枚　堀金保育園へ②鉛筆 600 組　堀金小学校へ③ノート 325 冊　堀金中学校へ

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
労
働
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
人
か
ら
の

電
話
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
16
日
（
月
）・
24
日
（
火
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
５
時
〜
８
時

●
費
用　

無
料

●
電
話
番
号　

０
１
２
０
・
４
４
８
・

　

７
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

11
月
８
日
（
日
）

市
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す

問 

廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

71
・
２
４
９
０　

72
・
３
１
７
６
）

　

11
月
８
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と

し
、
市
内
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
ご

み
拾
い
は
誰
に
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。身
近
な
地
域
、

自
治
会
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
が
行
う
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

９月分の空間放射線量

　いずれの地点においても健康に影響のない値で
した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで
問い合わせください。
問 環境課環境保全担当（ 71･2491・ 72・3176）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

9/1（火） 9/7（月） 9/14（月）9/24（木）9/28（月）
本庁舎
（豊科） 0.08 0.08 0.07 0.07 0.08

測定
結果

「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問 

耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

71
・
２
４
３
２　

71
・
２
５
０
７
）

　

本
年
度
の
緑
の
募
金
運
動
（
家
庭
募

金
）
で
は
、
各
家
庭
等
か
ら
市
全
体
で

３
５
３
万
１
４
３
８
円
の
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
募
金
を
し
て
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
募
金
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
区
の
公
民

館
・
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
緑
化
や
、

環
境
学
習
な
ど
を
行
う
み
ど
り
の
少
年

団
の
育
成
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

公
園
の
植
物
や
生
き
物
を
大
切
に

問 

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

71
・
２
２
４
９　

72
・
３
５
６
９
）

　

公
園
に
は
花
や
木
が
あ
り
、
生
き
物

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
む
や
み
に

採
っ
た
り
捕
ま
え
た
り
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
花
や
木
、
鳥
や
魚
、
昆

虫
は
観
察
す
る
だ
け
に
し
、
み
ん
な
で

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

県長野技術専門校平成 28年度入校生募集　最低賃金が時間額 746 円に改正

●募集科　機械加工科、電気工事科、画像処理印
刷科、木造建築科
●応募資格　高等学校卒業（または同等）以上の人
●願書受付期間　11 月 4 日（水）～ 20 日（金）（一
般入校選考）
●選考日　11 月 30 日（月）
問長野技術専門校　 026・292・2341
　 026・292・2342　または最寄りの公共職業
安定所（ハローワーク）
※長野技術専門校のホームページから関連資料を
入手できます。

　県内の事業場で働く全ての労働者と、全ての使用者に
適用される「長野県最低賃金」が時間額 746 円に改正さ
れました。この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみましょう。
また、最低賃金の引き上げに向けた中小企業への支援制
度（業務改善助成金や相談窓口）がありますので、ご活
用ください。
問長野労働局労働基準部賃金室　 026・223・0555
　松本労働基準監督署（旧明科町区域）　 0263・48・5693
　大町労働基準監督署（旧明科町区域を除く）
　 0261・22・2001

男女共同参画推進会議
副会長　等々力 秀和さん

あなたはどう生きる、今を
　安曇野は節目の年を迎えています。合併して10年、大
糸線（北松本～信濃常盤）が開業して100 年、来年は拾ヶ
堰が出来て 200 年。
　人生にもいくつかの節目があります。生まれた日、結
婚した日、子どもが生まれた日、正月、盆、きりがあり
ませんが、人は 1人では生きていくことが出来ません。
仲間、友人、家族とかけがえのない一日一日を過ごす。
今日は戻って来ない。私はその 1日をしっかりと使い切
りたいと思って過ごしています。
　今私はいくつかの会を掛け持っていますが、どの会の
仲間も素晴らしい人たちです。1つをとりますとNPO安
曇野ふるさとづくり応援団があります。既に 21回のふ
るさとウォッチングをしてきましたが、区長や公民館長、
そこに住んでいる住民の皆さん、多くの人たちに助けら
れてルートを作り、毎回約 80人～ 100 人の人たちと安曇
野をめぐって来ました。アルプス花街道では、1,000 人以
上の人たちに助けられ 10キロメートルに渡って花を植え
ています。どれも私 1人で出来る事ではありません。
　これからも私が動けなくなるまで恩返しをしていくつ
もりです。こうした活動をここまで続けてこられたのは、
お互いの意見を尊重し合い、人権を認め合って進めてき
たからではないかと思っています。これからもお互いを
尊重しながら、新しいアイデアを出し合い、長く続けて
いく仲間でありたいと思います。

10月から
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架
空
請
求
詐
欺
に
ご
用
心

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

架
空
請
求
詐
欺
は
、
実
際
に
は
利
用

し
て
い
な
い
架
空
の
有
料
サ
イ
ト
の
利

用
料
が
未
払
い
と
し
て
代
金
を
請
求

し
、
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。「
放
置
す
る
と
法
的
手
続
き
を
と

る
」
な
ど
と
恐
怖
心
を
あ
お
る
の
も
特

徴
で
す
。

●
次
の
内
容
に
ご
注
意
を　
「
サ
イ
ト

の
無
料
閲
覧
期
間
が
過
ぎ
、
延
滞
料

金
が
発
生
し
て
い
ま
す
」「
有
料
サ

イ
ト
の
利
用
料
金
が
未
納
で
す
」
な

ど
の
電
話
や
メ
ー
ル
、
郵
便
物
が
届

い
た
ら
架
空
請
求
詐
欺
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
対
策　

利
用
し
た
こ
と
の
な
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
料
金
は
支
払

う
必
要
が
な
い
た
め
、
請
求
は
無
視

し
ま
し
ょ
う
。
不
審
に
感
じ
た
り
、

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

71
・

２
１
０
０

　

安
曇
野
警
察
署　

72
・
０
１
１
０

通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

問 

建
設
課
建
設
担
当

（

71
・
２
４
２
４　

72
・
３
５
６
９
）

　

通
学
路
の
安
全
を
図
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
末
時
点
で
29
路
線
、

約
17
㌔
に
設
置
済
み
で
、
本
年
度
は
約

６
㌔
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
目
的　

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
道
路
の
路
側
帯
を
緑
色
に
着
色
し

て
、
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
通
学
路
で

あ
る
こ
と
を
視
覚
的
に
認
識
さ
せ
ま

す
。通
行
帯
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

車
両
の
速
度
を
抑
制
さ
せ
、
歩
行
者

と
の
接
触
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ　

グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
は
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た

め
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
歩
行
者

専
用
の
通
行
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
道
路
で
は
、
車
に
注
意
し
て
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
側
を
通
行
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ　

グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
は
、
主
に
小
中
学
校
の
通

学
路
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
通
学
時

「
電
子
マ
ネ
ー
」
を
使
用
し
た

特
殊
詐
欺
が
急
増
！

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

電
子
マ
ネ
ー
と
は
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
企
業
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

「
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
」
の
こ
と
で
あ

り
、法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
通
貨
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
事
例　

犯
人
が
被
害
者
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
な
ど

を
請
求
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
「
電
子
マ

ネ
ー
」
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
し

ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
に
記
載
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｄ
番
号
な
ど
を
携
帯
電
話
で

写
真
撮
影
し
て
送
信
さ
せ
、
犯
人
が

不
正
に
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
す
る
権

利
を
得
ま
す
。

●
被
害
の
特
徴　

▽
被
害
者
の
年
齢
は

若
い
人
が
多
い
。▽
仮
想
通
貨（
サ
ー

バ
ー
型
）
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す

る
と
き
は
、
コ
ン
ビ
ニ
が
利
用
さ
れ

る
。
▽
携
帯
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
、
犯
人
が
指
示
を
し
て
購

入
さ
せ
る
。

※
不
審
に
感
じ
た
り
、
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

71
・
２
１
０
０

　

安
曇
野
警
察
署　

72
・
０
１
１
０

自衛官の募集

　防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を実施します。
試験種目 応募資格 受付期間 試験日

高等工科
学校生徒

一般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者 11月１日（日）～
平成28年１月8日（金）

１次試験　平成28年1月23日（土）
２次試験　平成28年2月4日（木）～7日（日）

推薦 男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀勝生徒会
活動等に顕著な実績を納め、学校長が推薦できる者

11月１日（日）～
12月4日（金）

平成28年１月9日（土）～11日（月）
※いずれか１日

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の３、４年次または大
学院（専門職大学院を除く）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の４月１日現在で 26
歳未満（大学院修士課程在学者は 28歳未満））

12月１日（火）～
平成28年１月8日（金）平成28年１月30日（土）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　  36・2787

間
帯
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

歩
行
者
に
配
慮
し
て
通
行
し
て
く
だ

さ
い
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
伝
達
放
送
試
験
の
実
施

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

（

71
・
２
１
１
９　

72
・
６
７
３
９
）

　

人
工
衛
星
を
通
じ
て
緊
急
情
報
を
受

信
し
同
報
系
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
を
行
う
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い

ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
際

に
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
が
正
常

に
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

放
送
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
前
10
時
頃

●
内
容　

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政

無
線
か
ら
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放

送
が
流
れ
ま
す
。
市
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、

無
線
放
送
と
同
じ
内
容
の
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他　

災
害
の
発
生
な
ど
、
状
況

に
よ
っ
て
放
送
試
験
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
今
回
の
試
験

放
送
に
合
わ
せ
、３
つ
の
安
全
行
動（
①

姿
勢
を
低
く
す
る
。②
頭
や
首
を
守
る
。

③
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
じ
っ
と
す
る
。）

を
行
っ
た
り
、
室
内
の
安
全
な
場
所
の

把
握
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
震
へ
の
備
え

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）は

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

問 

危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
多
発
す
る
時
期

で
す
。
次
の
点
に
気
を
付
け
て
、
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
中
は
火
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を

近
づ
け
な
い
。

▽
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ
足

配
線
は
し
な
い
。

▽
風
の
強
い
時
は
、た
き
火
を
し
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

豊
科
消
防
署　

 

72
・
３
１
４
５

　

穂
高
消
防
署　

 

82
・
３
２
６
２

　

梓
川
消
防
署　

 
78
・
２
０
９
０

　

明
科
消
防
署　

 
62
・
２
９
９
２

ベランダ菜園のすすめ連載

　家族の団らんと健康維持にプランターを利用した家庭菜園に挑戦してみませんか。
今月は 10月末～ 11月に行う作業について紹介します。

問  農政課マーケティング担当
（ 71・2430　 71・2507）

①ソラマメ
　生育の良いものを１～２株残し、ほかは間引きます。
草丈 20㌢になったら、株の根元に軽く土寄せ（増し土）
します。また、ワラを敷くと乾燥防止と防寒対策にな
ります。

②ホウレンソウ
　夜間、部屋などから漏れた光や街灯が当
たるとトウ立ちしてしまうので注意します。
追肥の後、土寄せか、土が減っていたら増
し土をします。

豆知識　～作物が好む土壌酸度～
　野菜用に販売される培養土は、中性に近くなるよう弱酸性に調整がされていますが、日本での土壌酸度は、
雨の影響などにより、酸性になりやすい傾向がありますので、必要に応じ苦土石灰等で調整します。
●酸性に強い作物（pH5.0 ～ 5.5 を好む）　ジャガイモ、スイカ
●酸性にやや強い作物（pH5.5 ～ 6.0 を好む）　サツマイモ、サトイモ、パセリ、トウモロコシ、カブ、大根、
小松菜、イチゴ、ニラ

●酸性にやや弱い作物（pH5.5 ～ 6.5 を好む）　キュウリ、メロン、トマト、ニンジン、エンドウ、キャベツ、
ブロッコリー、白菜、セルリー、レタス、春菊、オクラ

●酸性に弱い作物（pH6.0～ 7.0を好む）　ホウレンソウ、ナス、ネギ、ゴボウ、アスパラガス、生姜、ソラマメ

街灯

止と防寒対策に

通学路に設置されてい
るグリーンベルト
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Azumino City Public Relations

　子ども発達支援相談室（あづみっこサポートルー
ム）は、発達や集団生活への適応に心配のある子ど
もの早期発見・早期支援と、成長に合わせた途切れ
ることのない支援を目指し、平成 24 年 4 月に開室
しました。本年6月1日からは穂高健康支援センター
内で保健師や臨床心理士、作業療法士等が相談を受
けています。
●どんな人が相談できるの？
→０歳から 18 歳までの子どもと保護者の相談に対
応します。
●どんなことが相談できるの？
→言葉が遅い、友だちとうまく遊べない、学校に行
きたくないなど、子どもの年齢に合わせた相談が
できます。
問 子ども発達支援相談室（あづみっこサポートルーム）

81・0719　 81・0703

第５回地域で共に生きようフェスティバル
～障がいがある人もない人も共に暮らそう～

子ども発達支援相談室
（あづみっこサポートルーム）ってどんなところ？

　障がいのあるなしに関わらず、交流体験を通し、
地域の皆さんと楽しい時間を過ごすためのフェス
ティバルを開催します。事業所による物品販売など
を行いますので、ぜひお出掛けください。
●日時　10 月 31 日（土）午前 11 時～午後４時
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
●申し込み　不要
●内容　太鼓演奏、精神障がいに関する相談、ゲー
ム、スタンプラリー、ワークショップ
●その他　精神障がいに関する相談は、あるぷ（
31・5844）へ事前予約が必要です。
問 福祉課障がい福祉担当　 71・2251　 71・2328
地域で共に生きようフェスティバル実行委員会
事務局　 88・3955

特定疾患患者の見舞金支給

　特定疾患患者見舞金が支給されますので、該当す
る人は、次のとおり申請してください。
●支給条件　11 月１日現在、安曇野市に引き続き６
カ月以上住所を有し、県から次の受給者証のいず
れかの交付を受けていること
▷特定疾患医療受給者証
▷ウイルス肝炎医療費受給者証
▷小児慢性特定医療費医療受給者証
▷特定医療費受給者証
▷長野県特定疾病医療費受給者証
●申請者　支給条件に該当する本人またはその看護者
●支給額　1万 2,000 円
●申請方法　福祉課（１階14番窓口）または各支所
地域課まで次のものを持参し申請してください。
▷各受給者証
▷振込みを希望する通帳
▷印鑑
●受付期間　11 月 4 日（水）～ 27 日（金）
　（受付は平日の午前９時～午後５時）
問 福祉課障がい福祉担当　 71・2251　 71・2328

病児・病後児保育室の開設

　10月 1日から、安曇野赤十字病院内に市病児・病
後児保育室「あづみのキッズ♥けある～む」を開設
しました。児童が病気の回復期前、または回復期に
あり、集団での保育が困難な場合などに利用できます。
●実施場所　安曇野赤十字病院内（豊科 5685 番地）
●対象児童　次のいずれにも該当すること
▷生後６カ月経過後から小学校３年生までの児童
▷病気の回復期に至らず、集団保育および勤務等の
都合で家庭での保育が困難である
▷保護者が市内在住または市内に勤務している
※感染症については、受け入れを断る場合があります。
●利用日時　平日午前８時から午後６時まで
●申請方法　子ども支援課（１階16番窓口）および
「あづみのキッズ♥けある～む」に備え付けの申
請書類に必要事項を記入の上、利用前（事前）登
録をしてください。申請書類は市ホームページお
よび安曇野赤十字病院ホームページからも入手で
きます。
●その他　詳細は申請書類の中に入っている利用案
内（チラシ）をご確認ください。
問 子ども支援課保育担当　 71・2256　 72・2065
安曇野赤十字病院　病児・病後児保育室「あづみ
のキッズ♥けある～む」 72・0082

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

結家
第６回こども
祭り

発達障がい児のための福祉施設
「結家」の６回目のこども祭りで
す。毎回人気のたき火パンやカ
フェ、療育ショップなど行いま
す。成長した子どもたちが精一
杯おもてなしします。

日：11月１日（日）
正午～午後２時

場：ケアガーデン結家

費：無料 申：不要
問：ケアガーデン結家（  
83・1112）

井口喜源治記
念館講演会
「よい子を育て
る脳の話」

講師　井口寛次さん（医学博士）
が「脳の成長と子育てについて」
講演します。育児中の保護者な
ど、どなたでも受講できます。

日：11月７日（土）
午後２時～４時

場：穂高会館　第１・
第２会議室

定：100人
費：無料

申：井口喜源治記念館（
82・5570）へ電話で
申し込みください。

夢の実まつり

ＮＰＯ法人夢の実では、障がい
がある人の日中活動と就労支
援・学童支援をしています。夢
の実まつりでは、自主製品販売
や、飲食コーナー、バザー、ワー
クショップ、ミニコンサート、
子ども向けのゲームコーナーな
どを企画していますので、ぜひ
ご家族おそろいでお出掛けくだ
さい。

日：11月８日（日）
午前 10 時～午後
２時 30分

場：豊科身体障がい者
会館

費：無料 申：不要
問：ＮＰＯ法人夢の実　山
田さん（  50・7501
50・7502）

県診療放射線
技師会
無料骨密度検査
と講演会

県診療放射線技師学術大会にお
いて、啓発活動の一環として地
域住民を対象とした無料の骨密
度検査と講演会を行います。

日：11月８日（日）
午 前 10 時 10 分
～午後 3 時 30 分
（骨密度測定）
午後 1 時 30 分～
4時30分（講演会）

場：穂高交流学習セン
ター「みらい」

定：なし
費：無料

申：不要
問：県診療放射線技師会　
降簱さん（ 0261・
62・3166　 0261・
62・2711）

家事家計講習
会

健全な家計運営や、身近にある
調味料や布を使って手作りの知
恵などを学びます。シンプルな
暮らしについて一緒に考えま
しょう。

日：11月 12日（木）
午前 10時～正午

場：研成ホール

費：300円
※託児あり。託児希望
の場合は酒井さん
（ 72・2594）へ申
し込みください。

申：不要
問：松本友の会安曇野支部
寺 島 さ ん（ 73・
2802）

松本短期大学
第１回公開講座
「身体の動きを
介護に生かそ
う！」

介護の中で、利用者や患者を移
動する機会は日常的にありま
す。人間の自然な身体の動きを
知り活用できると、介護がとて
も楽になります。実際に介護技
術を担当している教員から講義
や実演等を通して、介護の現場
で生かせる方法等を学びます。

日：11月 21日（土）
午後１時～４時

場：松本短期大学　小
児看護学実習室

対：介護に関わる人
定：50人程度
費：無料

申・問：松本短期大学事務
局公開講座係（ 58・
4417　 58・3643）

あづみ野寄席
2015

市商工会青年部では、本年もあ
づみ野寄席を開催します。出演
は三遊亭小遊三さん他、人気落
語家の話芸をお楽しみくださ
い。チケットは10月25日（日）
から販売します。売り切れの際
はご容赦ください。

日：11月 24日（火）
開演午後７時～
（開場午後６時～）

場：安曇野スイス村サ
ンモリッツ大ホー
ル

費：▷前売り券
指定 4,000 円
自由 3,000 円
▷当日券
指定 4,500 円
自由 3,500 円

申・問：市商工会豊科支所
（ 72・2986　 72・
8461）

日  ＝日時　場  ＝場所　定  ＝定員　対  ＝対象者　費  ＝費用　持  ＝持ち物
申  ＝申し込み　問 ＝問い合わせ　受  ＝受付

スティバル実行委
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康
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※肩甲骨を動かして肩こり予防

健
口
生
活
で

　

健
康
長
寿
に
♪
③

今
回
は
園
児
・
学
齢
期
の
歯
科
保
健
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
自
分
の
歯
や
口
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
そ
の
た
め
の
知

識
や
技
術
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

歯し
こ
う垢
染
め
出
し
剤
を
使
っ
て

歯
み
が
き
の
練
習
を
し
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
の
た
め

に
、保
育
園
（
年
長
児
）・

小
学
校
・
中
学
校
で
は
、

フ
ッ
化
物
溶
液
の
ぶ
く

ぶ
く
う
が
い
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

口
腔
機
能
の
発
達

　

食
べ
る
、
話
す
な
ど
口

の
働
き
（
口
腔く

う

機
能
）
を

健
全
な
状
態
に
保
つ
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
で
す
。

正
し
い
口
の
動
き
が
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
相
談

や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中学校では保健委員が洗口液
の準備や用具の管理をしてい
ます。

給食の後は歯みがきをします。幼
児期からの習慣が大切です。

全部の歯に行き渡るように顔
を傾けながらブクブク♪

歯科保健指導

フッ化物洗口

摂食指導

【市歯科医師会主催】　　　いい歯の日無料歯科健診のお知らせ　　

「自分の歯肉は大丈夫？」毎日歯みがき
していても、歯垢が取れない人が多くい
ます。

上手に食べられるかな？一緒に給食を食
べながら、口の動きを見せてもらいます。

無料歯科健診 無料訪問歯科健診

【日時】　11 月 7 日（土）午後２時～午後４時 30 分
【場所】　豊科保健センター
【内容】　歯科健診、歯科相談、歯磨き指導、
　フッ化物塗布、入れ歯のネーム入れ（要予約）
【申し込み】　不要　　【費用】　無料
【問い合わせ】　アルプス歯科クリニック
　　　　　　　  77・8901　  77・8902

【対象】　在宅療養中で、自力で通院ができない人
【申し込み】　電話かファクスで問い合わせ先に申
し込みください。訪問は申し込み順です。健診
結果によって、治療・口腔ケアなどが必要な場
合は後日対応します。事前のアンケート、訪問
時間など詳細は相談し決定します。

【問い合わせ】　高橋喜博歯科醫院
　　　　　　　  73・3771　 73・3771

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
体
操
動
作
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

体
操
教
室
の
参
加
者
か
ら
「
歩

く
こ
と
が
身
体
に
良
い
こ
と
は
分

か
り
ま
す
が
、
私
は
足
が
痛
く
て

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
座
り
な

が
ら
楽
し
く
で
き
る
体
操
は
な
い

で
す
か
」
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
人

の
た
め
に
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
で
き
る
体
操
を
つ
く
り
た
い
と

思
い
、
完
成
し
た
の
が
椅
子
に
座

り
な
が
ら
行
う
『
安
曇
野
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
信
濃
の
国
体
操
』
で
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
く
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

信
濃
の
国
体
操
を
行
っ
て
み
た

い
人
は
、
資
料
提
供
の
ほ
か
、
実

際
に
指
導
者
が
出
向
い
て
体
操
を

行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
健
康
推

進
課
へ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

基本姿勢からスタート！

信濃の国は～♪

境連ぬる国にして♪

十州に～♪

聳ゆる山はいや高く
流るる川はいや遠し～♪

２回繰り返す

８回繰り返す

２回繰り返す

２回繰り返す

①

③

⑤ ⑥

⑦ ⑧

④

②

イスに浅く腰掛け、背筋を伸ばして座る

両手と片脚を戻す

上にパッと開く

両手と片脚を前に伸ばす
肘も膝も伸ばしましょう

両手を胸の前で
ギューって押し合う

前方に両手でパンチ 両肘を後ろにしっかり引く。
（手の平を上に向けながら）

両手を前後に大きく振りながら、足はつま先上げ、かかと
上げを交互に繰り返す。

※この足の動きは転倒予防に効果的です

歌いながら踊ると、頭の活性化
にも効果があります。

健康推進課
健康運動指導士
横山みゆき

グー

グー

グー

パー

つま先上げ かかと上げ

問 健 健康推進課健康推進担当
　 81・0726　 81・0703

くし

化

問 健 健康推進課健康支援担当

81･0726　 81･0703

Original Exercise
安曇野市オリジナル 信濃の国体操♪ vol.1
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読み聞かせ ２・９日（月）11：00～11：20

キッズパーク&ふれあい農園 やきいも会５日（木）10：30～12：00
要予約 100円  持ち物：軍手、タオル、帽子、飲み物　☆詳細は児童館まで

お下がり会 16日（月）11：00～11：30
☆出品者は要予約。当日の入場順は、出品者（予約順） → 一般（整理券順）。

ママキッズビクス 26日（木）10：30～11：30
持ち物：おんぶ紐、タオル、上履き、飲み物

育児相談 27日（金）10：30～12：00

キッズパーク やきいも会 ５日（木）10：30～11：30
要予約 100円  対象：未就園児親子

キッズパーク おやつ作り 10日（火）11日（水）12日（木） 10：30～11：30
要予約 100円  対象：10日（火）は２歳児以上、11日（水）は１歳児、12日（木）
は０歳児　持ち物：エプロン、三角巾

育児相談 13日（金）10：30～12：00

読み聞かせ 16日（月）11：00～

子育て勉強会 子育て中のパパッと家事 20日（金）10：30～11：30
要予約 100円  講師：松本友の会安曇野支部会員　☆やりくりじょうずなマ
マになろう！

みんなあつまれ！ クリスマスクッキー作り 25日（水）10：30～11：30
要予約 100円  持ち物：エプロン、三角巾

チャレンジタイム くるくるパン 28日（土）10：00～12：00
要予約 150円  対象：小学生以上　持ち物：軍手、おわん、スプーン

11月（November）の予定

こころの相談

介護相談 平日 8：30～ 17：00

弁護士会による無料法律相談

子ども・ひとり親家庭・女性の相談

わかもの就職サポート相談会 13：30～16：30

消費生活相談　 平日9：00～16：00 ※電話相談も可

行政書士による無料相談

教育に関する相談

精神科医による精神保健相談 14:00 ～要予約

各種相談

11月の休日当番医 （変更になる場合があります。） 長野県休日・夜間緊急医案内サービス 0570-088199

…場所　　…問い合わせ　　…時間時場

心配ごと相談・行政相談  （★は行政相談を同時開催）

生活労働相談 18：00～ 20：00

母乳・育児相談　※母乳相談は 9：30 ～ 11：00

児童・思春期精神保健相談 14:00 ～

精神科医による依存症相談 13:30 ～

 あずみ野断酒会 19:00 ～ 21:00

5日（木）・9日（月）・16日（月）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

12・19・26日（木）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

11・18・25日（水）　※18日は家族会
　豊科交流学習センター「きぼう」２階
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場

2日（月）・★ 16日（月）　　 113：00～16：00
　堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）

2日（月）・★ 17日（火）　　 113：00～16：00
　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

4日（水）・★ 18日（水）　　 113：00～16：00
　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）

5日（木）・★ 26日（木）　　 113：00～16：00
　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

6日（金）・★ 20日（金）　　 113：00～16：00
　明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）

問心配ごと相談・・・上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

時
場

時
場

時
場

時
場

時
場

11日（水）　 市役所４階　会議室403
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※メール相談も受付中。詳しくは長野県中信労政事務所ホームページにアクセスを。

場

 5・19日（木）  　問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
10・24日（火）  　問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
11・25日（水）  　問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
12・26日（木）  　問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
　 17日（火）  　問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

場
場
場
場
場

　問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
　問東部地域包括支援センター（市役所１階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
　問南部地域包括支援センター（三郷支所１階）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

場

場

場

12日（木）（予約日：５日（木））
26日（木）（予約日：19日（木））
　市役所２階　相談室204
　13：30～16：30　※１人20分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

場
時

平日　　8：30～17：00
　問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

時
場

20日（金）　　市役所３階　相談室303
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※40歳代前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談下さい。

場

　問消費生活センター（市役所２階）
（℡直通71-2100・携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン （局番なし）188番　「嫌や！（イヤヤ！）」

場

19日（木）　　13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
　市役所２階　相談室204
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の２日前までにご予約ください。

時
場

6日（金）　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

時

時

時

時

時

時

1日（日） 3日（火・祝） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 23日（月・祝） 29日（日）
穂高ハートクリニック
50-6731 ［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360 ［明科］

伊 藤 医 院
62-2051 ［明科］

平 林 医 院
62-2227 ［明科］

追分クリニック
82-2129 ［穂高］

村 山 医 院
82-2101 ［穂高］

古 川 医 院
82-4385 ［穂高］

石 田 医 院
72-2766 ［豊科］

根 津 内 科 医 院
82-8382 ［穂高］

中 田 医 院
82-2339 ［穂高］

前角整形外科医院
82-1478 ［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561 ［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666 ［穂高］

武田内科クリニック
88-6500 ［穂高］

木 暮 医 院
77-2119 ［三郷］

池 田 医 院
77-2055 ［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133 ［三郷］

こばやし内科クリニック
71-1117 ［豊科］

和 田 医 院
72-2047 ［堀金］

鶴 見 医 院
72-4500 ［豊科］

中 萱 医 院
77-2130 ［三郷］

アルプス歯科クリニック
77-8901 ［三郷］

丸 山 歯 科 医 院
72-2202 ［豊科］

田 野 歯 科 医 院
82-7537 ［穂高］

よこさわ歯科医院
82-2121 ［穂高］

ヒカリ歯科医院
82-8171 ［穂高］

布 山 歯 科 医 院
77-6388 ［三郷］

土 居 歯 科 医 院
72-2462 ［豊科］

いじめ相談ホットライン 8:30 ～ 17:15

教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など） 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※3・23日は行いません
　問教育指導室（市役所３階）（℡71-2461・FAX71-2338）場

毎週月～金曜日　※3・23日は行いません
　問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX71-2338）
※電話相談可。まずはお電話ください。
場

児童館の予定 …乳幼児対象 …参加費 ■休館日 /日曜・祝日
※市内９つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前の親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

★明科児童館 ℡62-2482・FAX62-1124

キッズパーク やきいも会 ４日（水）10：30～11：30
要予約 100円  対象：未就園児親子　持ち物：飲み物

育児相談 ９日（月）10：30～12：00
読み聞かせ ９日（月）11：00～
みんなあつまれ ! 手作りぎょうざ 11日（水）10：00～11：30
要予約 200円  定員：30組　持ち物：エプロン、皿、箸、飲み物

キッズパーク ほっとタイム・ヨガ教室 19日（木）10：30～11：30
要予約  対象：就園前親子　持ち物：動きやすい服装、飲み物

キッズパーク おやつ作り 24日（火）25日（水）26日（木） 10：30～11：30
要予約 100円  対象：24 日（火）は２歳児以上、25日（水）は１歳児、
26日（木）は０歳児　持ち物：エプロン、三角巾、皿、箸、飲み物

手打ちうどん作り 28日（土）10：00～11：30
要予約 100円  対象：幼児親子・小学生　定員：20組　持ち物：エプロン、
三角巾、お椀、箸、飲み物

キッズパーク リズムあそび 30日（月）10：30～11：30
要予約  対象：２歳児以上　持ち物：動きやすい服装、飲み物

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527

キッズパーク やきいも会 ５日（木）10：30～11：30
要予約 100円  対象：就園前親子　持ち物：飲み物　☆雨天延期（予備日：９日）

みんなあつまれ ! ラベンダーのサシェ作り 13日（金）10：30～11：30
要予約 100円  定員：20組

キッズパーク リズムあそび 17日（火）18日（水）19日（木） 10：30～11：30
要予約  対象：17日（火）は２歳児以上、18日（水）は１歳児、19日（木）
は０歳児　持ち物：動きやすい服装、飲み物

読み聞かせ 18日（水）11：00～11：20

育児相談・身体測定 20日（金）10：30～12：00
★身体測定は10時から11時 30分まで

★堀金児童館 ℡71-2122・FAX71-2126

育児相談・身体測定 ２日（月）10：00～12：00
キッズパーク やきいも会 11日（水）10：30～11：30
要予約 100円  対象：未就園児親子

みんなあつまれ ! キッズコンサート 20日（金）10：30～11：30
要予約  バイオリン＆ピアノデュオ「スマイル♪」さん

キッズパーク リズム遊び 24日（火）25日（水）26日（木）10：30～11：30
要予約  対象：24 日（火）は２歳児以上、25日（水）は１歳児、26日（木）
は０歳児

みんなあつまれ ! クリスマスリース作り 28日（土）10：30～12：00
要予約  定員：20 組　対象：未就園児親子

★穂高中央児童館 ℡84-0762・FAX82-9621

育児相談・身体測定 ６日（金）10：30～12：00
☆身体測定は10：00～ 12：00

キッズパーク やきいも会 10日（火）（予備日11日）10：30～11：30
要予約 100円  対象：２歳児以上・１歳児合同　持ち物：飲み物

キッズパーク ふかし芋会 12日（木）10：30～11：30
要予約 50円  対象：０歳児　持ち物：飲み物

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494

わらべうた 2・16・30日（月）11：10～
みんなあつまれ! ヨガを楽しもう ９日（月）10：30～11：30
要予約  定員：25組　持ち物：飲み物・タオル

育児相談・身体測定 13日（金）10：30～12：00
★身体測定は10時から12時

読み聞かせ 13・20・27日（金）11：00～11：20
チャレンジタイム みんなで作ろう！寿司弁 14日（土）10：30～12：00
要予約 200円  対象：小学生　定員：15組　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物

みんなあつまれ ! 11月生まれ ハッピーバースディ 20日（金）10：30～11：30
地域の方の知恵袋 おもちつき 28日（土）10：30～13：00
要予約 100円  定員：30 組

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122

★三郷児童館 ℡76-0185・FAX76-0186

読み聞かせ ２日（月） 20日（金）11：00～11：20
育児相談 16日（月）10：00～12：00

★高家児童館 ℡・FAX72-5685

キッズパーク やきいも会 ５日（木）10：30～11：30
要予約 100円  対象：未就園児親子

キッズパーク おやつ作り 10日（火）11日（水）12日（木） 10：30～11：30
要予約 100円  対象：10日（火）は２歳児以上、11日（水）は１歳児、12日（木）
は０歳児

読み聞かせ 19・26日（木）11：00～

育児相談 20日（金）10：30～12：00

チャレンジタイム 絵てがみ作り 28日（土）10：30～12：00
100円  対象：小学生　定員：20人

★南穂高児童館 「にこにこランド」 ℡71-5150・FAX71-5152

人権特設相談所 10：00～ 15：00

13日（金）　 明科公民館　※女性のための相談日
27日（金）　 明科公民館
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

場
場

■全館共通イベント　全館対抗ドッヂビー大会　21日（土）　9：30～12：30
　要予約 100円  対象：小学生　場所：豊科勤労者総合スポーツ施設体育館　☆詳細は各児童館まで。
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古紙配合率 70％
再生紙を使用しています。

本　  庁  　舎　〒399-8281　長野県安曇野市豊科6000番地 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
穂 高 支 所　〒399-8303　長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所　〒399-8101　長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所　〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所　〒399-7102　長野県安曇野市明科中川手6824番地1 TEL 0263-62-3001 FAX 0263-62-4747

2015.10.1現在　（　）内は対前月比

人口 98,417人 （  ＋46）

  男 47,750人 （  ＋29）

  女 50,667人 （  ＋17）

世帯 38,446世帯 （  ＋34）

TnＹ ＫTs

本庁舎窓口時間延長・休日開庁のご案内
平日窓口延長日　毎月第１、第３火曜日　午後５時 15 分から８時まで（祝日・年末年始を除く）
休 日 開 庁 日　毎月第４日曜日　午前８時 30 分から正午まで
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱います。事前にお問い合わせ下さい。

フェイスブック https://www.facebook.com/azumino.yasai.sweets
問観光交流促進課　 71・2000 ㈹　 72・1340
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